
年間授業計画　様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

神代 国語 論理国語
国語 論理国語 2

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
るようにする。

　論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創
造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え
合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めた
りすることができるようにする。

　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、
我が国の言語文化の担い手としての自覚を深
め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする
態度を養う。

『探求 論理国語』（桐原書店）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】国語について、その特質を理解し適切に使用できる。

伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言語間感覚を磨き、言葉を効果的に使おうとしている。

思 態
配当
時数

１
学
期

【知識及び技能】
効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構
成や展開の仕方について理解を深め、積極的に
活用している。
【思考力、判断力、人間性等】
内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨
を十分に把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
関連する文章を基に、書き手の立場や目的を考
えながら、内容の解釈を多角的に深めている。

『いのちは誰のものか？』
・一人１台端末の活用　等

○ 〇 〇

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への
参加態度などを基に総合的に評価する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】
効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構
成や展開の仕方について理解を深め、積極的に
活用している。
【思考力、判断力、人間性等】
内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨
を十分に把握していない。
【学びに向かう力、人間性等】
関連する文章を基に、書き手の立場や目的を考
えながら、内容の解釈を多角的に深めている。

『晴れた空の下で』
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への
参加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 5

定期考査 ○ ○ 1

【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について十分に理
解し、工夫を凝らして活用している。
【思考力、判断力、人間性等】
書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を多角的に深め
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
本文内容の正しい理解を踏まえて、つうの台詞に込められた思
いや意志についての自分の解釈を、わかりやすく丁寧にまとめ
ようとしている。

『行動としての話し言葉』
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への
参加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 8

【知識及び技能】
主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を
深め、自らの主張に積極的に取り入れている。
【思考力、判断力、人間性等】
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の
妥当性や信頼性を吟味して、内容を正しく解釈し、考察してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
本文内容の正しい理解を踏まえて、つうの台詞に込められた思
いや意志についての自分の解釈を、わかりやすく丁寧にまとめ
ようとしている。

『科学と市民』
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ 〇

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への
参加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎　を学んだりするために必要な
語句を習得し、文章の中で積極的に活用している。
【思考力、判断力、人間性等】
日本人と軌範の関係について、多様な論点　や異なる価値観と
結び付けて、新たな観点か　ら自分の考えを深め、再構成して
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
「ニッポン人は今、軌範や律という人間が生きていくうえで不
可欠な超自我的なものを失って、右往左往している」という筆
者の考えについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話
し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

『イスラム感覚
木を伐る人／植える人
ビブリオバトル』
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

1

【知識及び技能】
主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を
深め、自らの主張に積極的に取り入れている。
【思考力、判断力、人間性等】
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の
妥当性や信頼性を吟味して、内容を正しく解釈し、考察してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
本文内容の正しい理解を踏まえて、つうの台詞に込められた思
いや意志についての自分の解釈を、わかりやすく丁寧にまとめ
ようとしている。

『山月記
変身に伴う快楽と恐れ』
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への
参加態度などを基に総合的に評価する。 〇 〇 〇 12

定期考査

定期考査

〇 〇

〇 〇 1

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への
参加態度などを基に総合的に評価する。 〇 〇 〇 10

7

【知識及び技能】
効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方
について理解を深め、積極的に活用している。
【思考力、判断力、人間性等】
内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
関連する文章を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容
の解釈を多角的に深めている。

『淋しい人間』
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

３
学
期

【知識及び技能】
主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を
深め、自らの主張に積極的に取り入れている。
【思考力、判断力、人間性等】
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の
妥当性や信頼性を吟味して、内容を正しく解釈し、考察してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
本文内容の正しい理解を踏まえて、つうの台詞に込められた思
いや意志についての自分の解釈を、わかりやすく丁寧にまとめ
ようとしている。

『こころ』
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

定期考査

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への
参加態度などを基に総合的に評価する。

合計

70

〇 〇 1

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への
参加態度などを基に総合的に評価する。

7



年間授業計画　様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

神代 国語 古典探究
国語 古典探究 3

伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

言語感覚を磨き、言葉を効果的に使おうとしている。

古典探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

『精選　古典探究』（大修館)

国語

【 知　識　及　び　技　能 】国語について、その特質を理解し適切に使用できる。

  生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や
技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な
言語文化に対する理解を深めることができるよ
うにする.

  論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像し
たりする力を伸ばし，古典などを通した先人のもの
の見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う
力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

  言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，
生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，
我が国の言語文化の担い手としての自覚を深
め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする
態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

【知識・技能】
・古典の作品や文章に表れている、言葉の響きやリズム、修辞
などの表現の特色について理解を深めている。【(1)エ】
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、関心をもった事柄に関連するさまざ
まな古典の作品や文章などをもとに、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深めている。【(1)キ】
【主体的に取り組む態度】
・古典文学と現代のさまざまな作品とのつながりを理解しよう
としている。

『十訓抄』
「大江山いくのの道」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 12

【知識・技能】
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。【(2)イ】
・時間の経過による言葉の変化や、古典が現代の言葉の成り立
ちにもたらした影響について理解を深めている。【(2)ウ】
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結びつけ、考えを広げたり深めたりしてい
る。【(1)オ】
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、教材以外の故事成語ついても積極的に調
べようとしている。

故事・逸話
　「知音」
　「画竜点睛」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 7

定期考査
○ ○ ○ 1

【知識・技能】
・古典などを読むことをとおして、我が国の文化の特質や、我
が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解を深め
ている。【(2)ア】
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、構成や展開
などを的確にとらえている。【(1)ア】
【主体的に学習に取り組む態度】
・関連伝説などを調べ、作品の特徴について考えようとしてい
る。

『大和物語』
　「をばすて」
『枕草子』
　「中納言参り給ひて」
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 15

【知識・技能】
・古典の作品や文章に表れている、言葉の響きやリズム、修辞
などの表現の特色について理解を深めている。【(1)エ】
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、構成や展開
などを的確にとらえている。【(1)ア】
・「読むこと」において、書き手の考えや目的、意図をとらえ
て内容を解釈するとともに、文章の構成や展開、表現の特色に
ついて評価している。【(1)ウ】
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、そのほかの旅情詩や日本の紀行文などに
ついても積極的に調べようとしている。

漢詩　近体詩
　「早発白帝城」
　「登岳陽楼」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○ ○ 1

２
学
期

【知識・技能】
・我が国の文化の特質や、我が国の文化と中国など外国の文化
との関係について理解を深めている。【(2)ア】
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確にとらえている。【(1)イ】
【主体的に学習に取り組む態度】
・平安時代の貴族文化をふまえて、登場人物の境遇や心情を理
解しようとしている。

『源氏物語』
　「若紫との出会い」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 16

【知識・技能】
・古典の文の成分の順序や照応、文章の構成や展開のしかたに
ついて理解を深めている。【(1)ウ】
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、古典の作品や文章などに表れている
ものの見方、感じ方、考え方をふまえ、人間、社会、自然など
に対する自分の考えを広げたり深めたりしている。【(1)カ】
【主体的に学習に取り組む態度】
・『更級日記』や作者について関心をもち、女流日記文学への
理解を深めようとしている。

『更級日記』
　「源氏の五十余巻」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○ ○ 1

【知識・技能】
・時間の経過による言葉の変化や、古典が現代の言葉の成り立
ちにもたらした影響について理解を深めている。【(2)ウ】
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品の成立した背景やほかの作品な
どとの関係をふまえながら古典などを読み、その内容の解釈を
深め、作品の価値について考察している。【(1)エ】
【主体的に学習に取り組む態度】
・『史記』について興味を持ち、登場人物の行動や心情につい
て考えようとしている。

史伝『史記』本紀
　「鴻門の会」
　「項王の最期」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

1

○ ○ ○ 14

定期考査
○ ○ ○



【知識・技能】
・古典の文の成分の順序や照応、文章の構成や展開のしかたに
ついて理解を深めている。【(1)ウ】
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、構成や展開
などを的確にとらえている。【(1)ア】
【主体的に学習に取り組む態度】
・歴史物語の特徴をふまえ、人物や事件についての作者の視点
を考えようとしている。

『大鏡』
　「競べ弓」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

３
学
期

【知識・技能】
・古典の文の成分の順序や照応、文章の構成や展開のしかたに
ついて理解を深めている。【(1)ウ】
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、必要に応じて書き手の考えや目的、
意図をとらえて内容を解釈するとともに、文章の構成や展開、
表現の特色について評価している。【(1)ウ】
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、本文の構成や展開、たとえなどから思想
の内容を理解しようとしている。

思想
　「人之性悪」
　「大道廃、有仁義」
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

定期考査

○

○ ○ ○ 10

○ ○

1

合計

105

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○ 10



年間授業計画　様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

神代 地理歴史 世界史探究
地理歴史 世界史探究 3

世界史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象に
ついて、地理的条件や日本の歴史と関連付けながら
理解している。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意
義や特色などを、推移、比較、相互の関連や現代世
界とのつながりなどに着目して、多面的・多角的に
考察することができる。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象に
ついて、主体的に探究しようとしている。

『詳説世界史』山川出版社

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解する。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色などを活用して多面的・多角的に考察しする。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする。

態
配当
時数

１
学
期

A古代オリエント文明とその周辺
【知識及び技能】【思考力、判断
力、表現力等】
　史資料からの読み取り、ワーク
シート、小テスト
【主体的な態度】レポート

・人類の進化の過程の概要を理解
し、文明誕生の基礎について理解す
る。

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

5

定期考査 ○ ○ 1

B中央ユーラシアと東アジア世界
【知識及び技能】【思考力、判断
力、表現力等】
　史資料からの読み取り、ワーク
シート、小テスト
【主体的な態度】レポート

メソポタミア文明が今日に残した文
化的遺産を理解する。エジプト王国
が長期にわたって安定した支配を続
けられた理由を多面的・多角的に考
察し表現する。クレタ文明とミケー
ネ文明を比較し、そのあいだの性格
の違いを理解する。

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○

5

C南アジア世界と東南アジア世界
【知識及び技能】【思考力、判断
力、表現力等】
　史資料からの読み取り、ワーク
シート、小テスト
【主体的な態度】レポート

統一国家の出現が社会や文化に与え
た影響を、多面的・多角的に考察し
表現する。魏晋南北朝時代に仏教や
道教が力を持つようになった要因や
背景を、多面的・多角的に考察し表
現する。唐の制度や文化が近隣諸国
に与えた影響について理解する。

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○ 6

B中央ユーラシアと東アジア世界
【知識及び技能】【思考力、判断
力、表現力等】
　史資料からの読み取り、ワーク
シート、小テスト
【主体的な態度】レポート

アーリヤ人の進入が南アジアにもたらした変
化について多面的・多角的に考察し表現す
る。
殷と周の支配形態を比較し、共通点と相違点
を理解する。
春秋時代と戦国時代を比較し、とくにそれぞ
れの秩序について違いを見出す。
北米と中南米の先住民社会を比較し、共通点
と相違点を理解する。

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○

イスラーム教がどのように成立し、
短期間で勢力を拡大していったのか
を理解している。西ヨーロッパと東
ヨーロッパがそれぞれどのようにし
て独自の世界を形づくっていったの
かを理解している。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○ 5

1

２
学
期

D西アジアと地中海周辺の国家形成
【知識及び技能】【思考力、判断
力、表現力等】
　史資料からの読み取り、ワーク
シート、小テスト
【主体的な態度】レポート

仏教やジャイナ教などの新たな宗教
に共通する点について理解する。ヒ
ンドゥー教が南アジアの社会に根づ
いていった背景を多面的・多角的に
考察し表現する。東南アジアと南ア
ジア・中国との関係を多面的・多角
的に考察し表現する。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○ 4

Eイスラーム教の成立とヨーロッパ
世界の形成
【知識及び技能】【思考力、判断
力、表現力等】
　史資料からの読み取り、ワーク
シート、小テスト
【主体的な態度】レポート

定期考査 ○ ○

1

Ｆイスラーム教の伝播と西アジアの
動向

中央アジア・南アジア・東南アジ
ア・アフリカの各地でどのようにイ
スラーム化が進んだのかを理解して
いる。トルコ人の進出・十字軍遠
征・モンゴル勢力の襲来といった外
圧が、西アジアの社会へおよぼした
影響を多面的・多角的に考察し表現
している。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 5

定期考査 ○ ○

1

３
学
期

Gヨーロッパ世界の変容と展開 中世の西ヨーロッパで発達した商業
の活動状況とその特徴について、従
来との比較をふまえて理解してい
る。封建社会の衰退と教皇権の衰退
の過程および中央集権国家に向けた
西ヨーロッパ各国の動きを理解して
いる。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○ 5

H東アジア世界の展開とモンゴル帝
国

定期考査 ○ ○

1定期考査 ○ ○

モンゴル帝国がどのように成立し、
解体したのか、そして帝国の支配は
社会にどのような影響を与えたのか
を理解している。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○ 2



年間授業計画　様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 10

３
学
期

占領下の日本
激動する世界と日本

・プリント
・グループワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
我が国の再出発及びその後の政治・経済や対外
関係について理解している
【思考・判断・表現】
戦前と戦後の国家・社会の変容，戦後政治の展
開について，事象の意味や意義，関係性などを
多面的・多角的に考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
自身との関わりをふまえて振り返るとともに，
次の学習へのつながりを見いだそうとしてい
る。

○ ○

7

定期考査
○ ○ 1

近代の産業と生活
恐慌と第2次世界大戦

・プリント
・グループワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
国民国家と政治参加に関する資料から政治と国
民の関係に関わる情報を収集し，読み取る技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
近現代の特色について多面的・多角的に考察し
，仮説を表現している。

○ ○ ○

1

近代国家の成立と展開 ・プリント
・グループワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
近世から近代への時代の転換を理解している。
【思考・判断・表現】
近代の特色について多面的・多角的に考察し，
時代を通観する問いを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
近代の日本と世界に関わる諸事象について，追
究しようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○

・プリント
・グループワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
近世の支配のしくみに関わる情報を収集し，読
み取る技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
江戸時代の特色について多面的・多角的に考察
し，仮説を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
自身との関わりをふまえて，次の学習へのつな
がりを見いだそうとしている。

6

1

２
学
期

近世の幕開け
幕藩体制の成立と展開

・プリント
・グループワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
中世から近世への時代の転換を理解している。
【思考・判断・表現】
近世の特色について多面的・多角的に考察し，
時代を通観する問いを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習について振り返り，調整しようとしてい
る。

6

幕藩体制の動揺
近世から近代へ

定期考査
○ ○

7

武家政権の成立
武家社会の成長

・プリント
・グループワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
古代から中世への時代の転換を理解している。
【思考・判断・表現】
中世の特色について多面的・多角的に考察し，
時代を通観する問いを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
中世の日本と世界の展開に関わる諸事象につい
て，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的
に追究しようとする態度を養う。

○ ○ ○ 7

貴族政治の展開
院政と武士の躍進

・プリント
・グループワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
律令体制の再編と変容，古代の社会と文化の変
容について理解している。
【思考・判断・表現】
歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などを
根拠を示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
自身との関わりをふまえて振り返る。

○ ○ ○

8

定期考査
○ ○ 1

古墳とヤマト政権
律令国家の成立

・プリント
・グループワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
日本と東アジアとの関係に関わる情報を収集
し，読み取る技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
先史・古代の特色について多面的・多角的に考
察し，仮説を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
先史・古代の特色について明らかにしようとし
ている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

日本文化のあけぼの ・プリント
・グループワーク
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
資料から年代の特定方法に関わる情報を収集
し，読み取る技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
先史・古代の資料の特質について多面的・多角
的に考察し，仮説を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
先史・古代の資料の特質について明らかにしよ
うとしている。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

日本史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日本の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象につ
いて、地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解
している。

日本の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意
義や特色などを、推移、比較、相互の関連や現代世
界とのつながりなどに着目して、多面的・多角的に
考察することができる。

日本の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象に
ついて、主体的に探究しようとしている。

『詳説日本史』山川出版社

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解する。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色などを活用して多面的・多角的に考察しする。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする。

神代 地理歴史 日本史探究
地理歴史 日本史探究 3



合計

69

定期考査
○ ○ 1

３
学
期



年間授業計画　様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

神代 　公民 公共
公民 公共 2

広い視野にたち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国会議員及び社会の形成者に必要な公民
としての資質・能力を育成する。

公共

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
・現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かりと
なる概念や理論について理解している。
・諸資料から、倫理的主体などとして活動するために必要となる
情報を適切かつ効果的に調べまとめることができる。

・現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手掛かりとな
る考え方や公共的な空間における基本的原理を活用して、事実を
基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社
会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力がある。

・よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に解決しよ
うとする。
・多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される現代社会
に生きる人間としての在り方生き方についての自覚、国民主権を
担う公民として各国民が協力し合うことの大切さの自覚などを深
めている。

『高等学校　公共』清水書院

公民

【 知　識　及　び　技　能 】 人間と社会についての見方・考え方を働かせる。

現代の諸課題を追求したり解決したりする活動を行う。

態
配当
時数

１
学
期

A 公共的な空間をつくる私たち
【知識及び技能】【思考力、判断
力、表現力等】
　統計データ・新聞・原典資料・芸
術作品などからの読み取り、ワーク
シート、小テスト
【主体的な態度】ディスカッショ
ン、プレゼンテーション、レポート

・青年期の特徴と発達課題、様々な
人間の心の在り方について理解さ
せ、豊かな自己形成に向けて、他者
と共によりよく生きる自己の生き方
についての思索を深める。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

5

定期考査 ○ ○ 1

B 公共的な空間における人間
【知識・技能】【思考・判断・表
現】ケーススタディ、新聞などから
の読み取り、ワークシート、定期テ
スト
【主体的な態度】ディスカッショ
ン、プレゼンテーション、レポート

・生命科学や医療技術の進展にとも
なって生じた倫理的課題から、生き
ることの意義について思索させると
ともに、「幸福」「公正」などの観
点から、社会のあり方について考察
させる。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○

5

D 民主政治の原理
【知識・技能】憲法・原典資料など
からの読み取り、ワークシート、定
期テスト
【思考・判断・表現】【主体的な態
度】ディスカッション、レポート

・個人の尊重と基本的人権の保障、
法の支配や立憲主義という近代民主
主義国家の基本的な原理を理解さ
せ、国民の自由や権利が保障されて
いることの意義を考察させる。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 5

C 公共的な空間における基本的原理
【知識・技能】【思考・判断・表
現】原典資料・著作物などからの読
み取り、ワークシート、小テスト
【主体的な態度】ディスカッショ
ン、レポート

・経験論や合理論などの科学的な思
考、社会契約説、ヘーゲルやマルク
ス、実存主義などの近代思想を通し
て、自然と人間との関わりを理解さ
せ、社会の在り方と人間としての在
り方生き方について多面的・多角的
に考察させる。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○

・国際社会の変遷、人権、国家主
権、国際法の意義、国際連合をはじ
めとする国際機構の役割について理
解させ、国際社会が抱える課題を考
察させる。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 5

1

２
学
期

E 人権の尊重と日本国憲法
【知識・技能】憲法・人権諸条約・
新聞などからの読み取り、ワーク
シート、小テスト
【思考・判断・表現】【主体的な態
度】ディスカッション、作文

・現代社会において、基本的人権を
拡充するものとして主張されている
新しい人権の内容を理解させるとと
もに、国際社会における人権に関す
る諸条約の意義を考察させる。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 5

F  国際政治の仕組みと役割
【知識・技能】国連・外務省資料や
新聞などからの読み取り、ワーク
シート、小テスト
【思考・判断・表現】【主体的な態
度】ディスカッション、模擬活動
（模擬国連など）

定期考査
○ ○

1

G  国際政治の現状と課題
【知識・技能】国連・外務省資料や
新聞などからの読み取り、ワーク
シート、定期テスト
【思考・判断・表現】【主体的な態
度】ケーススタディ、ディスカッ
ション、レポート

・現代の国際紛争の諸要因について
理解させ、その対立を解消するため
に、多文化共生の観点から調整し協
調することが国際政治に必要とされ
ることを理解させる。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○ 10

定期考査 ○ ○

1

３
学
期

H  国際経済の現状と課題
【知識・技能】統計データ・新聞な
どからの読み取り、ワークシート、
小テスト
【思考・判断・表現】【主体的な態
度】ケーススタディ、ディスカッ
ション、レポート

・国際経済についての基本的な知識
を身につけさせ、グローバル化する
経済が抱える課題について多面的・
多角的に考察させる。また、その課
題解決には国際協調や自他の文化や
宗教などを尊重する相互理解と寛容
の態度が必要であることを理解させ
る。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。 ○ ○ ○ 6

I  ともに生きる社会をめざして
【知識・技能】統計データ、著作
物、新聞などからの読み取り、ワー
クシート
【思考・判断・表現】【主体的な態
度】ケーススタディ、ディスカッ
ション、プレゼンテーション、レ
ポート

定期考査
○ ○

1
定期考査

○ ○

・これまでの学習を基礎に、人工知
能・環境・資源・少子高齢化・地域
社会について、「幸福」「正義」
「公正」などの観点から課題を見出
し、その解決策を多面的・多角的に
考察させる。

【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】
上記の観点から、テストや提出物、授業への参
加態度などを基に総合的に評価する。

○ ○ ○ 6





年間授業計画

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

神代 数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 4

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に
考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や
創造性の基礎を養う。

数学Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

NEXT　数学Ⅱ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に
解釈したり、数学的に表現、処理する技能を身につけようにする。

いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数
関数、三角関数及び微分・積分の考え方につい
ての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
するとともに、事象を数学化したり、数学的に
解釈したり、数学的に表現・処理したりする技
能を身につけるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式
が成り立つことなどについて論理的に考察す
る力、座標平面上の図形について構成要素間
の関係に着目し、方程式を用いて図形を簡
潔・明瞭・的確に表現したり、図形の性質を
論理的に考察したりする力、関数関係に着目
し、事象を的確に表現してその特徴を数学的
に考察する力、関数の局所的な変化に着目
し、事象を数学的に考察したり、問題解決の
過程や結果を振り返って総合的・発展的に考
察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度、問題解決の過程をを振
り返って考察を深めたり、評価・改善してり
しようとする態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　イ 等式・不等式の証明
　・等式の証明
　・不等式の証明

【知識・技能】
　等式・不等式の証明の内容を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　等式の証明・不等式の証明についての問題
を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　等式の証明・不等式の証明の内容を理解し
ようとしている。

○ ○ ○ 6

配当
時数

１
学
期

(1)式と証明
　ア　式と計算
　・３次の乗法公式を理解し，式の
展開や因数分解をすることができ
る。
　・パスカルの三角形から二項定理
を理解し，式の計算に活用すること
ができる。
　・整数の除法と同様に，整式の除
法ができる。
　・分母の次数が２次程度までの分
数式の計算ができる。
　・方程式と恒等式の違いを明確に
理解し，係数比較法や数値代入法を
用いて，恒等式を作ることができ
る。

（1）式と証明
　ア 式と計算
  ・３次の展開と因数分解
　・二項定理
　・多項式の割り算
　・分数式とその計算
　・恒等式

【知識・技能】
　式と計算の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　式と計算についての問題を解くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　式と計算の内容を理解しようとしている。

○ ○ ○ 7

・等式、不等式の証明方法を再確認
し，実際に証明することができる。

8

　・因数定理等を活用することで，
３次，４次の方程式を解くことがで
きる。
　・因数定理等を活用することで，
３次，４次の方程式を解くことがで
きる。

イ　高次方程式
　・剰余の定理と因数定理
　・高次方程式

【知識・技能】
　高次方程式の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　高次方程式についての問題を解くことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　高次方程式の内容を理解しようとしてい
る。

○ ○ ○ 7

　・複素数の意味を理解し、簡単な
計算ができる。
　・２次方程式が複素数の範囲で解
ける。
　・解と係数の間の関係を知り，因
数分解に活用することができる。

(2)複素数と方程式
　ア　複素数と２次方程式の解
　・複素数とその計算
　・２次方程式の解
　・解と係数の関係

【知識・技能】
　複素数と２次方程式の解の内容を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　複素数と２次方程式の解についての問題を
解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　複素数と２次方程式の解の内容を理解しよ
うとしている。

○ ○ ○

1

(3)図形と方程式
　ア　直線と円
　・三平方の定理から２点間の距離
を求めることができる。
　・内外分点について，数直線から
座標平面へ拡張することができる。
　・直線方程式の一般形を確認し，
直線のいろいろな性質について考え
ることができる。
　・点と直線の距離の導き方を理解
し，活用することができる。

(3)図形と方程式
　ア 直線と円
  ・直線状の点
  ・平面上の点
　・直線の方程式
  ・２直線の関係

【知識・技能】
　直線と円の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　直線と円についての問題を解くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　直線と円の内容を理解しようとしている。 ○ ○ ○ 11

定期考査
○ ○



１
学
期

(3)図形と方程式
　ア　直線と円
　・三平方の定理から２点間の距離
を求めることができる。
　・内外分点について，数直線から
座標平面へ拡張することができる。
　・直線方程式の一般形を確認し，
直線のいろいろな性質について考え
ることができる。
　・点と直線の距離の導き方を理解
し，活用することができる。

(3)図形と方程式
　ア 直線と円
  ・直線状の点
  ・平面上の点
　・直線の方程式
  ・２直線の関係

【知識・技能】
　直線と円の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　直線と円についての問題を解くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　直線と円の内容を理解しようとしている。 ○ ○ ○ 11

4

　ウ　軌跡と領域
　・軌跡の意味を理解し，座標を用
いて軌跡を求めることができる。
　・領域の意味を理解し，直線や円
を境界とする領域を求めることがで
きる。
　・線形計画法を扱い，領域を活用
して，最大値・最小値問題を解決す
ることができる。

 ウ 軌跡と領域
　・軌跡の方程式
　・不等式の表す領域

【知識・技能】
　軌跡と領域の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　軌跡と領域についての問題を解くことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　軌跡と領域の内容を理解しようとしてい
る。

○ ○ ○ 11

　イ　円
　・円の方程式の一般形を確認し，
表現したり，活用できる．
　・円と直線の位置関係から，連立
方程式の解の意味を図形的に理解で
きる。

  イ　円
　・円の方程式
　・円と直線
　・２つの円

【知識・技能】
　円の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　円についての問題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　円の内容を理解しようとしている。

○ ○ ○

　イ 加法定理
　・加法定理
　・加法定理の応用

【知識・技能】
　加法定理の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　加法定理についての問題を解くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　加法定理の内容を理解しようとしている。

○ ○ ○ 12

1

２
学
期

(4)三角関数
　ア　三角関数
　・角の概念を一般の角にまで拡張
することができる。
　・角を弧度法を用いて表すことが
でき，度数法との関連を理解するこ
とができる。
　・扇形の面積や弧の長さについて
考察することができる。
　・三角関数の相互関係を理解し､
簡単な三角関数の等式の証明ができ
る。
　・いろいろな角度の三角関数の関
係を理解し，考察することができ
る。
　・単位円を利用して，三角関数の
グラフをかくことができる。
　・三角関数の周期性に気づくこと
ができる。
　・やや複雑な三角関数のグラフを
かくことができる。
　・三角関数を含む方程式をみたす
角の値を，単位円やグラフ等を用い
て求めることができる。
　・三角関数を含む不等式をみたす
角の範囲を求めることができる。

(4)三角関数
 ア　三角関数
　・角の拡張
  ・三角関数
　・三角関数の性質
　・三角関数のグラフ
　・三角関数の応用

【知識・技能】
　三角関数の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　三角関数についての問題を解くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　三角関数の内容を理解しようとしている。

○ ○ ○ 14

　イ　加法定理
　・加法定理を利用して，有名角以
外の三角関数の値を求めることがで
きる。
　・加法定理を用いて，２倍角の公
式が導けることを知る。
　・２倍角を利用して，三角方程式
や不等式を解くことができる。
　・２倍角の公式から，半角の公式
が導けることを知る。
　・三角関数の合成の原理を理解
し，合成を行うことができる。
　・三角関数の合成を行い，方程式
や最大値，最小値問題を解くことが
できる。

定期考査
○ ○

1

(5)指数・対数関数
　ア　指数関数
　・指数が有理数まで拡張できるこ
とを確認し，指数演算ができる。
　・指数関数のグラフをかくことが
できる．また，グラフを活用して，
無理数の大小比較等を行うことがで
きる。
　・グラフを活用し，指数方程式や
不等式を解くことができる。

(5)指数・対数関数
　ア 指数関数
　・指数の拡張
　・指数関数

【知識・技能】
　指数関数の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　指数関数についての問題を解くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　指数関数の内容を理解しようとしている。 ○ ○ ○ 13

定期考査
○ ○

13

　イ　対数関数
　・対数の定義を知り，具体例を通
して対数について理解を深めること
ができる。
　　また，底の変換公式等の対数の
性質を扱うことができる。
　・対数関数のグラフをかくことが
できる．また，グラフを活用して，
対数の性質についての理解を深める
ことができる。
　・グラフを活用し，対数方程式や
不等式を解くことができる。
・常用対数について理解を深め，実
生活への応用問題について考察でき
る。

　イ 対数関数
　・対数とその性質
　・対数関数
　・常用対数

【知識・技能】
　対数関数の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　対数関数についての問題を解くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　対数関数の内容を理解しようとしている。

○ ○ ○



２
学
期

13

定期考査
○ ○ 1

　イ　対数関数
　・対数の定義を知り，具体例を通
して対数について理解を深めること
ができる。
　　また，底の変換公式等の対数の
性質を扱うことができる。
　・対数関数のグラフをかくことが
できる．また，グラフを活用して，
対数の性質についての理解を深める
ことができる。
　・グラフを活用し，対数方程式や
不等式を解くことができる。
・常用対数について理解を深め，実
生活への応用問題について考察でき
る。

　イ 対数関数
　・対数とその性質
　・対数関数
　・常用対数

【知識・技能】
　対数関数の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　対数関数についての問題を解くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　対数関数の内容を理解しようとしている。

○ ○ ○

３
学
期

(6)微分法と積分法
　ア　微分係数と導関数
　・教科物理の内容と絡めながら，
平均の速さ，瞬間の速さの意味を明
確にし，その過程で極限を導入し，
微分係数について理解できる。
　・導関数を定義し，定義にした
がって３次までの式について，導関
数を求めることができる。
　・微分係数の図形的理解を深め，
接線の方程式に利用することができ
る。

(6)微分法と積分法
　ア 微分係数と導関数
　・微分係数
　・導関数とその計算
　・接線の方程式

【知識・技能】
　微分係数と導関数の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　微分係数と導関数についての問題を解くこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　微分係数と導関数の内容を理解しようとし
ている。

○ ○

　ウ　積分法
　・原始関数，積分定数の意味を理
解し，不定積分の計算を行うことが
できる。
　・定積分について理解し，計算す
ることができる。
　・定積分の性質を理解し，定積分
の計算に活用できる。
　・グラフを用いて図形の面積と定
積分の関係を考察し，具体例を通し
て，放物線や直線で囲まれた面積を
定積分を使って求めることができ
る。
　・２曲線間の面積を定積分を使っ
て求めることができる。

　ウ 積分法
　・不定積分
　・定積分
　定積分と面積

【知識・技能】
　円の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　円についての問題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　円の内容を理解しようとしている。

○

○ 10

イ　関数の値の変化
　　・導関数から，当該関数の増減
や極値を調べることができる．ま
た，増減表から，グラフの概形をか
くことができる。
　・極値と最大値，最小値の違いに
注意しながら，グラフをもとに関数
の最大値，最小値を考察することが
できる。
　・グラフから，方程式の実数解の
個数や，不等式の証明について考察
することができる。

　イ　関数の値の変化
　・関数の増減と極大・極小
　・関数の増減・グラフの応用

【知識・技能】
　関数の値の変化について内容を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　関数の値の変化について問題を解くことが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　関数の値の変化について内容を理解しよう
としている。

○ ○ ○ 9

○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1

合計

140



年間授業計画

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

神代 数学 数学B・数学C
数学 数学B・数学C 3

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や
創造性の基礎を養う。

数学B・数学C

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学B
数列，統計的な推測についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに，数学
と社会生活の関わりについて認識を深め，事象
を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりする技能を身に付けるよう
にする。
数学C
ベクトル，平面上の曲線と複素数平面について
の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，数学的な表現の工夫について認識
を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身

数学B
離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表
現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に着目
し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の
方法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事
象や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解
決の過程や結果を振り返って考察したりする力を養
う。
数学C
大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその
図形的な意味を考察する力，図形や図形の構造に着
目し，それらの性質を統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確
に表現する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとする態度，問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

NEXT　数学C , NEXT　数学B

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に
解釈したり、数学的に表現、処理する技能を身につけようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に
考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

態
配当
時数

１
学
期

数学C
(1)平面上のベクトル
　ア　ベクトルとその演算
　・平面上のベクトルの概念を理解
し、ベクトルに関する基本的な用
語・記号の有向線分、始点、終点、
ベクトル、ベクトルの記号、大き
さ、大きさの記号、ベクトルの相
当、逆ベクトル、零ベクトルに習熟
する。
　・ベクトルの演算について数の演
算と同様の法則が成り立つことを確
かめる。単位ベクトル、ベクトルの
平行、ベクトルの分解、１次独立で
ある２つのベクトルの１次結合とし
て、平面上の任意のベクトルが表現
dできることを理解する。
　・基本ベクトル、成分表示、ベク
トルの大きさ、成分による演算がで
きるようにする。
　・ベクトルの内積について知り、
その基本性質、内積の定義、ベクト
ルの垂直と内積、内積の性質、内積
の成分、ベクトルのなす角等を理解
する。

数学C
（1）平面上のベクトル
　ア ベクトルとその演算
  ・ベクトル
　・ベクトルの演算
　・ベクトルの成分
　・ベクトルの内積

【知識・技能】
　ベクトルとその演算の内容を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　ベクトルとその演算についての問題を解く
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ベクトルとその演算の内容を理解しようと
している。

○ ○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

10

定期考査
○ ○ 1

　イ ベクトルと平面図形
　・位置ベクトルについて知り、内
分点・外分点、三角形の重心などい
ろいろな図形の問題を位置ベクトル
を利用して解くことができるように
する。
　・３点が一直線上にあるための条
件、２直線の交点、三角形の面積を
理解し、内積をいろいろな図形の問
題に応用できるようにする。
　・方向ベクトル、直線のベクトル
方程式、直線の媒介変数表示を理解
できるようにする。
　・ベクトル方程式の応用として、
２点を通る直線などの図形がベクト
ルを用いて解くことができるように
する。
　・ベクトル方程式の応用として、
法線ベクトルを理解し、直線がベク
トルを用いて解くことができるよう
にする。
　・ベクトル方程式の応用として、
円のベクトル方程式を理解し、円が
ベクトルを用いて解くことができる
ようにする。

　イ ベクトルと平面図形
　・位置ベクトル
　・ベクトルの図形への応用
　・図形のベクトルによる表示

【知識・技能】
　ベクトルと平面図形の内容を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　ベクトルと平面図形についての問題を解く
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ベクトルと平面図形の内容を理解しようと
している。

○ ○ ○

12

(2)空間のベクトル
　・空間に座標を定め、空間の点も
座標を用いて表すことができること
を知る。
　・空間のベクトルの概念を理解
し、ベクトルに関する基本的な用
語・記号の有向線分、始点、終点、
ベクトル、ベクトルの記号、大き
さ、大きさの記号、平行六面体を理
解する。
　・空間のベクトルの平行と分解、
基本ベクトル、成分表示、成分によ
る演算、座標と成分表示に習熟す
る。
　・位置ベクトルについて知り、内
分点・外分点などいろいろな図形の
問題を位置ベクトルを利用して解く
ことができるようにする。
　・３点が一直線上にあるための条
件など、内積の応用をいろいろな図
形の問題に応用できるようにする。
　・球面や球の方程件など、内積を
問題に応用できるようにする。

(2)空間のベクトル
  ・空間の点
  ・空間のベクトル
　・ベクトルの成分
  ・ベクトルの内積
　・ベクトルの図形への応用
　・座標空間のおける図形

【知識・技能】
　空間のベクトルの内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　空間のベクトルについての問題を解くこと
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　空間のベクトルの内容を理解しようとして
いる。

○ ○ ○



１
学
期

12

定期考査
○ ○ 1

(2)空間のベクトル
　・空間に座標を定め、空間の点も
座標を用いて表すことができること
を知る。
　・空間のベクトルの概念を理解
し、ベクトルに関する基本的な用
語・記号の有向線分、始点、終点、
ベクトル、ベクトルの記号、大き
さ、大きさの記号、平行六面体を理
解する。
　・空間のベクトルの平行と分解、
基本ベクトル、成分表示、成分によ
る演算、座標と成分表示に習熟す
る。
　・位置ベクトルについて知り、内
分点・外分点などいろいろな図形の
問題を位置ベクトルを利用して解く
ことができるようにする。
　・３点が一直線上にあるための条
件など、内積の応用をいろいろな図
形の問題に応用できるようにする。
　・球面や球の方程件など、内積を
問題に応用できるようにする。

(2)空間のベクトル
  ・空間の点
  ・空間のベクトル
　・ベクトルの成分
  ・ベクトルの内積
　・ベクトルの図形への応用
　・座標空間のおける図形

【知識・技能】
　空間のベクトルの内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　空間のベクトルについての問題を解くこと
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　空間のベクトルの内容を理解しようとして
いる。

○ ○ ○

○ 14

　イ　いろいろな数列
　・和の記号Σの性質を理解し、利
用できるようにする。
　・階差数列、階差数列を用いて一
般項を求めたり、和をもとめたりす
ることができるようにする。
　・数列の和と一般項、分数で表さ
れた数列の和を求めることができる
ようにする。等差数列×等比数列で
表される数列や群数列を理解し、和
を求められるようにする。

　イ　いろいろな数列
　・和の記号Σ
　・階差数列
　・いろいろな数列の和

【知識・技能】
　いろいろな数列の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　いろいろな数列についての問題を解くこと
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　いろいろな数列の内容を理解しようとして
いる。

○ ○ ○ 12

数学B
(1)数列
　ア　等差数列と等比数列
　・数列の概念、数列についての基
本的な養護の意味や表し方、第ｎ
項、{an}、一般項、有限数列、無限
数列、項数、末項についてを理解す
る。
　・等差数列の定義や性質について
理解し、公差、等差数列一般項につ
いて求められるようにする。
　・等差数列の和を求めることがで
きるようにする。
　・等比数列の定義や性質について
理解し、公比、等比数列一般項につ
いて求められるようにする。
　・等比数列の和を求めることがで
きるようにする。

数学B
(1)数列
 ア　等差数列と等比数列
　・数列と一般項
  ・等差数列
　・等差数列の和
　・等比数列
　・等比数列の和

【知識・技能】
　等差数列と等比数列の内容を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　等差数列と等比数列についての問題を解く
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　等差数列と等比数列の内容を理解しようと
している。 ○ ○

○ 1

　ウ　漸化式と数学的帰納法
　・数列の帰納的定義について理解
する。
　・簡単な漸化式の一般項を説くこ
とができるようにする。

　ウ　漸化式と数学的帰納法
　・漸化式
　・数学的帰納法

【知識・技能】
　漸化式と数学的帰納法の内容を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　漸化式と数学的帰納法についての問題を解
くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　漸化式と数学的帰納法の内容を理解しよう
としている。

○ ○ ○ 13

定期考査
○

　イ　統計的な推測
　・母集団と標本
　・標本集団の分布
　・推定
　・仮説検定

【知識・技能】
　統計的な推測の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　統計的な推測についての問題を解くことが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　統計的な推測の内容を理解しようとしてい
る。 ○ ○ ○ 9

1

３
学
期

数学B
(2)統計的な推測
　ア　確率分布
　・確率変数の期待値を求められる
ようにする。
　・2つの確率変数から定まる確率
変数の期待値を求められるようにす
る。
　・独立な2つの確率変数につい
て，その和の分散を求められるす
る。
　・二項分布について理解する。
　・正規分布を現実の問題に活用で
きるようにする。

数学B
(2)統計的な推測
　ア　確率分布
　・確率変数と確率分布
　・確率変数の期待値と分散
　・確率変数の和と積
　・二項分布
　・正規分布

【知識・技能】
　確率分布の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　確率分布についての問題を解くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　確率分布の内容を理解しようとしている。

○ ○ ○ 10

　イ　統計的な推測
　・標本から母集団分布を推測でき
るようにする。
　・確率を用いて標本から母集団分
布を推測できるようにする。
　・標本平均から母平均を推測する
方法を考える。
　・仮説検定による判断ができるよ
うにする。

定期考査
○ ○

２
学
期



　イ　統計的な推測
　・母集団と標本
　・標本集団の分布
　・推定
　・仮説検定

【知識・技能】
　統計的な推測の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　統計的な推測についての問題を解くことが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　統計的な推測の内容を理解しようとしてい
る。 ○ ○ ○ 9

３
学
期

　イ　統計的な推測
　・標本から母集団分布を推測でき
るようにする。
　・確率を用いて標本から母集団分
布を推測できるようにする。
　・標本平均から母平均を推測する
方法を考える。
　・仮説検定による判断ができるよ
うにする。

1

合計

92

定期考査
○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

選択

神代 理科 化学
理科 化学 3

化学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

化学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科
学的に探究するための基本的な観察・実験技能
を身につける。

観察・実験および基本的な知識を応用すること
で、見通しをもって科学的に探究する力を養
う。

化学の学習や化学の現象に主体的に関わり、科
学的な探究への意欲と探究する力を養う。また
自然環境の保全に寄与し、持続可能な社会を実
現する態度を養う。

東京書籍　化学

理科

【 知　識　及　び　技　能 】化学的な事物・現象についての理解を深め、科学の概念や原理を理解し、観察・実験などを通して技能を身につける。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

1-1 物質の状態
【知識及び技能】
　物質の三態と、状態変化の際の
温度変化のグラフとその現象を関
連付けて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　状態変化する際の温度変化が熱
量の出入りであると理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の三態と、状態変化の際の
熱量の出入りに関する事象に主体
的に関わり、課題解決について考
えさせる。

・指導事項
　物質の三態と、状態変化の際の
温度変化のグラフとその現象を関
連付けて理解させる。熱量を求め
る問題は、順序立てて理解させ
る。
・教材
　教科書、参考書(東京書籍
『ニューグローバル』数研出版
『フォトサイエンス化学図録』)、
プリント
・一人１台端末の活用　等
　教科書および参考書上部のQR
コードのリンクから、映像教材を
開き提示した。

【知識・技能】
　物質の三態と、状態変化の際の温度変化の
グラフとその現象を関連付けて理解できてい
る。
【思考・判断・表現】
　状態変化する際の温度変化が熱量の出入り
であると理解することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物質の三態と、状態変化の際の熱量の出入
りに関する事象に主体的に関わり、課題解決
について考えることができる。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

13

定期考査 ○ ○ 1

1-2　気体の性質
【知識及び技能】
　気体の体積は、温度や圧力でど
のように変化するか理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　ボイルの法則・シャルルの法則
と気体の状態方程式を理解させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　気体の体積は、温度や圧力でど
のように変化するか、主体的に関
わり、課題解決について考えさせ
る。

・指導事項
　気体の体積は、温度や圧力でど
のように変化するか、ボイルの法
則・シャルルの法則と気体の状態
方程式を順序立てて理解させる。
・教材
　教科書、参考書(東京書籍
『ニューグローバル』数研出版
『フォトサイエンス化学図録』)、
プリント
・一人１台端末の活用　等
　教科書および参考書上部のQR
コードのリンクから、映像教材を

【知識及び技能】
　気体の体積は、温度や圧力でどのように変
化するか理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
ボイルの法則・シャルルの法則と気体の状態
方程式を理解できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　気体の体積は、温度や圧力でどのように変
化するか、主体的に関わり、課題解決につい
て考えられる。

○ ○ ○

13

1-4　固体の構造
【知識及び技能】
　結晶について学習し、理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　各種の結晶についてその構造に
ついて考察し、密度計算など考察
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　固体を形成する結晶について、
事物・現象に主体的に関わり、課
題解決について考えさせる。

・指導事項
　各種の結晶について、構造や密
度についてりかいさせる。
・教材
教科書、参考書(東京書籍『ニュー
グローバル』数研出版『フォトサ
イエンス化学図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等
　教科書および参考書上部のQR
コードのリンクから、映像教材を
開き提示した。

【知識・技能】
　結晶について学習し、理解できる。
【思考・判断・表現】
　各種の結晶についてその構造について考察
し、密度計算など考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　固体を形成する結晶について、事物・現象
に主体的に関わり、課題解決について考える
ことができる。

○ ○ ○ 10

1-3 溶液の性質
【知識及び技能】
　溶解のしくみ、溶液の濃度、希
薄溶液の性質、コロイドについて
を図やグラフを中心に理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
溶液の濃度、気体の溶解度、希薄
溶液の性質を、コロイドについて
思考・判断できるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　溶解のしくみや溶液の性質、コ
ロイドについて、事物・現象に主
体的に関わり、課題解決について

・指導事項
　溶解のしくみ、溶液の濃度の計
算、希薄溶液の性質、コロイドの
ついて演習を中心に学習し、理解
させる。。
・教材
教科書、参考書(東京書籍『ニュー
グローバル』数研出版『フォトサ
イエンス化学図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等
　教科書および参考書上部のQR
コードのリンクから、映像教材を
開き提示した。

【知識・技能】
　溶解のしくみ、溶液の濃度、希薄溶液の性
質、コロイドのついてを図やグラフを理解で
きる。
【思考・判断・表現】
　溶液の濃度、気体の溶解度、希薄溶液の性
質、コロイドを思考・判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　溶解のしくみや溶液の性質、コロイドにつ
いて、事物・現象に主体的に関わり、課題解
決について考えることができる。

○ ○ ○

1

２
学
期

2-1　化学反応と熱・光
【知識及び技能】
　化学反応と熱・光を関連付けて
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　化学反応を演習的に学び考察さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学反応と熱・光に関する事
物・現象に主体的に関わり、課題
解決について考えさせる。

・指導事項
　化学反応と熱・光を関連付けて
理解させる。
・教材
教科書、参考書(東京書籍『ニュー
グローバル』数研出版『フォトサ
イエンス化学図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等
　教科書および参考書上部のQR
コードのリンクから、映像教材を
開き提示した。

【知識・技能】
　化学反応と熱・光を関連付けて理解でき
る。
【思考・判断・表現】
　化学反応を演習的に学び考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　化学反応と熱・光に関する事物・現象に主
体的に関わり、課題解決について考えること
ができる。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○



・指導事項
　電池と電気分解を関連づけて理
解させる。
・教材
教科書、参考書(東京書籍『ニュー
グローバル』数研出版『フォトサ
イエンス化学図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等
　教科書および参考書上部のQR
コードのリンクから、映像教材を
開き提示した。

【知識・技能】
　電池と電気分解を関連づけて理解できる。
【思考・判断・表現】
　電池のしくみと電気分解の反応について考
察し、判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　電池と電気分解に関する事物・現象に主体
的に関わり、課題解決について考えることが
できる。

○ ○ ○ 12

２
学
期

2-2　電池と電気分解
【知識及び技能】
　電池と電気分解を関連づけて理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　電池のしくみと電気分解の反応
について考察し、判断させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　電池と電気分解に関する事物・
現象に主体的に関わり、課題解決
について考えさせる。

1

3-1　化学反応の速さ
【知識及び技能】
　化学反応の速さを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
化学反応の速さについて考察し、
判断させる。
【学びに向かう力、人間性等】
化学反応の速さに関する事物・現
象に主体的に関わり、課題解決に
ついて考えさせる。

・指導事項
　化学反応の速さ、化学平衡を順
序立てて理解させる。
・教材
教科書、参考書(東京書籍『ニュー
グローバル』数研出版『フォトサ
イエンス化学図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等
　教科書および参考書上部のQR
コードのリンクから、映像教材を
開き提示した。

【知識・技能】
　化学反応の速さを理解できる。
【思考・判断・表現】
化学反応の速さについて考察し、判断でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　化学反応の速さに関する事物・現象に主体
的に関わり、課題解決について考えることが
できる。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○

３
学
期

3-3　水溶液中の化学平衡
【知識及び技能】
　水溶液中の化学平衡を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　電離平衡や塩の水への溶解につ
いて考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　水溶液中の化学平衡に関する事
物・現象に主体的に関わり、それ
らに対する気づきから課題解決に
ついて考えさせる。

・指導事項
　水溶液中の化学平衡について考
えさせる。
・教材
教科書、参考書(東京書籍『ニュー
グローバル』数研出版『フォトサ
イエンス化学図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等
　教科書および参考書上部のQR
コードのリンクから、映像教材を
開き提示した。

【知識・技能】
　水溶液中の化学平衡について理解できる。
【思考・判断・表現】
　電離平衡や塩の水への溶解について考察さ
せることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　水溶液中の化学平衡に関する事物・現象に
主体的に関わり、それらに対する気づきから
課題解決について考えさせることができる。

○ ○

10

定期考査
○ ○ 1

3-2 化学平衡
【知識及び技能】
　化学平衡について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　化学平衡について考察し、判断
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学平衡という現象から課題解
決について考えさせる。

・指導事項
　化学平衡について、順序立てて
理解させる。
・教材
教科書、参考書(東京書籍『ニュー
グローバル』数研出版『フォトサ
イエンス化学図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等
　教科書および参考書上部のQR
コードのリンクから、映像教材を
開き提示した。

【知識・技能】
　化学平衡委について理解できる。
【思考・判断・表現】
　化学平衡について考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　化学平衡という現象から課題解決について
考えることができる。

○ ○ ○

○ 12

定期考査

○ ○ ○

1

合計

105



年間授業計画　様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数研出版　新編物理基礎

神代 理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
・学習した物理の基本的な概念や原理・法則が正しく理解できたか。
・学習した概念や原理・法則を，その後の学習や生活の中で新しい事象の解釈に応用し
ているか。
・推論，実験，検証の過程で科学的な考え方・方法を用いていたか。
・科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する基本的な技能を正しく身に付
けているか。

・課題を遂行するにあたって，科学的・論理的に思考し，判断し
ているか。
・課題の設定理由，研究過程，結果およびそこから導き出した自
らの考えを的確・簡潔にわかりやすく相手に伝えることができた
か。また発表にはどのような工夫がなされたか。

・物理的な事物・現象に対して主体的に関わり，理解しようとし
ているか。
・ 物理的な事物・現象に対する気づきから課題を設定し解決しよ
うとする態度を身につけているか。
・ 観察や実験に主体的に取り組んでいる。

理科

【 知　識　及　び　技　能 】知識の習得や知識の概念的な理解，実験操作の基本的な技術の習得ができる。

習得した「知識・技能」を活用して課題を解決できる思考力・判断力・表現力などを身につける。

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身につける過程において，粘り強く学習に取り組んでいるか，自ら学習を調整しようとしている。

物理基礎

態
配当
時数

１
学
期

物理量の扱い方
【知識及び技能】物理量の表し方に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】デー
タから分かることを説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】グラ
フを見てわかることを考える。

・教科書、プリント教材、教科書
併用学習ノート、パワーポイント
教材を使用。

【知識・技能】物理量の表し方について理解
する
　
【思考・判断・表現】データからわかること
を説明できる

【主体的に学習に取り組む態度】グラフを見
て分かることを考えようとしている。

○ ○ ○ 1

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 ○ ○ 1

運動の表し方
【知識・技能】等加速度直線運動の
式を理解している。
【思考・判断・表現】等加速度直線
運動の式を使って問題を解くことが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】v-t
グラフから分かることを考える。

・教科書、プリント教材、教科書
併用学習ノート、パワーポイント
教材を使用。

【知識・技能】等加速度直線運動の式を理解
している。
　
【思考・判断・表現】等加速度直線運動の式
を使って問題を解くことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】v-tグラフか
ら分かることを考える。

○ ○ ○

14

定期考査
○ ○ 1

運動の法則
【知識・技能】運動方程式を理解してい
る。
　
【思考・判断・表現】運動方程式を立て
て問題を解くことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】運動の
法則の意味を考える。

・教科書、プリント教材、教科書
併用学習ノート、パワーポイント
教材を使用。

【知識・技能】運動方程式を理解している。
　
【思考・判断・表現】運動方程式を立てて問
題を解くことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】運動の法則
の意味を考える。

○ ○ ○

２
学
期

仕事と力学的エネルギー
【知識・技能】力学的エネルギー保存の式を理
解している。
　
【思考・判断・表現】力学的エネルギー保存の
式を使って問題を解くことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】熱を含めたエ
ネルギー保存について考える。

・教科書、プリント教材、教科書
併用学習ノート、パワーポイント
教材を使用。

【知識・技能】力学的エネルギー保存の式を
理解している。
　
【思考・判断・表現】力学的エネルギー保存
の式を使って問題を解くことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】熱を含めた
エネルギー保存について考える。

○ ○

波
【知識・技能】波の速さ、振動数、周期、波長
について理解している。
　
【思考・判断・表現】　波の速さ、振動数、周
期、波長を用いて問題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】一般の波や音
波の共通の特徴について考える。

・教科書、プリント教材、教科書
併用学習ノート、パワーポイント
教材を使用。

【知識・技能】波の速さ、振動数、周期、波
長について理解している。
　
【思考・判断・表現】　波の速さ、振動数、
周期、波長を用いて問題を解くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】一般の波や
音波の共通の特徴について考える。

○ 13

定期考査
○ ○ 1

13

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

電気
【知識・技能】オームの法則について理
解している。
　
【思考・判断・表現】オームの法則を
使って問題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】電流と
磁場の関係について考える。

・教科書、プリント教材、教科書
併用学習ノート、パワーポイント
教材を使用。

【知識・技能】オームの法則について理解し
ている。
　
【思考・判断・表現】オームの法則を使って
問題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】電流と磁場
の関係について考える。

定期考査
○ ○ 1

合計

65

5

物理学と社会
【知識・技能】この社会に物理学の
成果が生かされていることを理解す
る。
　
【思考・判断・表現】　原子核物理
学の簡単な問題を解くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】物

・教科書、プリント教材、教科書
併用学習ノート、パワーポイント
教材を使用。

【知識・技能】この社会に物理学の成果が生
かされていることを理解する。
　
【思考・判断・表現】　原子核物理学の簡単
な問題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】物理学の成
果をこの社会で正しく生かしていくことにつ
いて考える。

6





年間授業計画　

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

神代 高等学校 今年度（２学年用） 教科
理科 生物（必修選択） 3

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

生物（必修選択）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生物学の基本的な概念や原理・法則を理解し、
科学的に探究するための基本的な観察・実験技
能を身につける。

観察・実験および基本的な知識を応用すること
で、見通しをもって科学的に探究する力を養
う。

生物や生物現象に主体的に関わり、科学的な探
究への意欲と、生命を尊重し自然環境の保全に
寄与する態度を養う。

高等学校　生物BIOLOGY (第一学習社)  

生物（必修選択）

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象についての理解を深め、科学的な探究のための観察・実験に関する技能を身につける。

観察・実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

態
配当
時数

１
学
期

A 生命の起源と細胞の進化
【知識及び技能】
　生物の進化を地球環境の変化と
関連付けて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　突然変異によって生物の形質が
変化することがあることに気づか
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
　生命の起源と細胞の進化に関す
る事象に主体的に関わり、課題解
決について考えさせる。

・指導事項
　原始地球は現在の地球と大きく
異なる環境であることを理解し、
現在の生物ができるまでの進化の
過程について順序立てて理解させ
る。
・教材
　教科書、参考書(第一学習社『セ
ミナー』数研出版『フォトサイエ
ンス生物図録』)、プリント・一人
１台端末の活用　等

【知識・技能】
　　生物の進化を地球環境の変化と関連付け
て理解できている。
【思考・判断・表現】
　突然変異によって生物の形質が変化するこ
とがあることに気づくことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生命の起源と細胞の進化に関する事象に主
体的に関わり、課題解決について考えること
ができる。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 ○ ○ 1

B 遺伝子の変化と組み合わせの変
化、進化の仕組み
【知識及び技能】
　遺伝子の組み合わせの変化につ
いて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　実験から、遺伝子頻度が変化す
る要因に気づかせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝子の変化と進化の仕組みに
関する事物・現象に主体的に関わ
り、課題解決について考えさせ
る。

・指導事項
　遺伝子の組み合わせの変化には
法則があることを理解し、種分化
および進化のしくみを順序立てて
理解させる。
・教材
　教科書、参考書(第一学習社『セ
ミナー』数研出版『フォトサイエ
ンス生物図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
　遺伝子の組み合わせの変化について理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
　実験から、遺伝子頻度が変化する要因に気
づくことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝子の変化と進化の仕組みに関する事
物・現象に主体的に関わり、課題解決につい
て考えることができる。

○ ○ ○

8

D 生体物質と細胞
【知識及び技能】
　細胞を構成する物質を細胞の機
能と関連付けて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　資料から、生体膜の構造につい
て考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　細胞と分子に関わる事物・現象
に主体的に関わり、課題解決につ
いて考えさせる。

・指導事項
　電子顕微鏡レベルの微細な細胞
構造について理解し、その機能に
ついて説明できるようになる。
・教材
教科書、参考書(第一学習社『セミ
ナー』数研出版『フォトサイエン
ス生物図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　細胞を構成する物質を細胞の機能と関連付
けて理解できる。
【思考・判断・表現】
　資料から、生体膜の構造について考察する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　細胞と分子に関わる事物・現象に主体的に
関わり、課題解決について考えることができ
る。

○ ○ ○ 7

C 生物の進化と系統
【知識及び技能】
　生物の系統と塩基配列やアミノ
酸配列との関係を見出して理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
　資料から、アミノ酸配列の違い
から生物の系統関係を推定できる
ことに気づかせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の系統と進化に関する事
物・現象に主体的に関わり、課題
解決について考えさせる。

・指導事項
　生物の系統にもとづく分類の法
則を理解させ、ヒトへの進化につ
いても順序立てて説明できるよう
になる。
・教材
教科書、参考書(第一学習社『セミ
ナー』数研出版『フォトサイエン
ス生物図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　生物の系統と塩基配列やアミノ酸配列との
関係を見出して理解できる。
【思考・判断・表現】
　資料から、アミノ酸配列の違いから生物の
系統関係を推定できることに気づくことがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生物の系統と進化に関する事物・現象に主
体的に関わり、課題解決について考えること
ができる。

○ ○ ○

1
定期考査

○ ○



・指導事項
　代謝とエネルギーの流れを、化
学反応の形で順序立てて理解させ
る。
・教材
教科書、参考書(第一学習社『セミ
ナー』数研出版『フォトサイエン
ス生物図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　光合成と呼吸をエネルギーの流れと関連づ
けて理解することができる。
【思考・判断・表現】
　資料から、光合成および呼吸におけるエネ
ルギーの流れに気づくことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　代謝に関する事物・現象に主体的に関わ
り、課題解決について考えることができる。

○ ○ ○ 8

２
学
期

E 生命現象とタンパク質
【知識及び技能】
　タンパク質の機能を生命現象と
関連付けて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　実験から、加熱によって酵素が
変性して機能を失うことを考察さ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
　タンパク質に関する事物・現象
に主体的に関わり、課題解決につ
いて考えさせる。

・指導事項
　タンパク質の機能と構造につい
て、酵素や細胞骨格など異なる部
位・機能に関しても網羅的に理解
させる。
・教材
教科書、参考書(第一学習社『セミ
ナー』数研出版『フォトサイエン
ス生物図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　タンパク質の機能を生命現象と関連付けて
理解できる。
【思考・判断・表現】
　実験から、加熱によって酵素が変性して機
能を失うことを考察することができる。。
【主体的に学習に取り組む態度】
　タンパク質に関する事物・現象に主体的に
関わり、課題解決について考えることができ
る。

○ ○ ○ 8

F 代謝
【知識及び技能】
　光合成と呼吸をエネルギーの流
れと関連づけて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　資料から、光合成および呼吸に
おけるエネルギーの流れに気づか
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
　代謝に関する事物・現象に主体
的に関わり、課題解決について考
えさせる。

1

G 遺伝情報とその発現、発現調節
【知識及び技能】
　DNAの複製、遺伝子の発現のしく
みを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　資料から、状況に応じて遺伝子
の発現が調節されていることに気
づかせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝情報とその発現に関する事
物・現象に主体的に関わり、課題
解決について考えさせる。

・指導事項
　DNAの発現のしくみおよびその調
節に多数の分子が関わっているこ
とを順序立てて理解させる。
・教材
教科書、参考書(第一学習社『セミ
ナー』数研出版『フォトサイエン
ス生物図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　DNAの複製、遺伝子の発現のしくみを理解
できる。
【思考・判断・表現】
　資料から、状況に応じて遺伝子の発現が調
節されていることに気づくことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　遺伝情報とその発現に関する事物・現象に
主体的に関わり、課題解決について考えるこ
とができる。

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○

３
学
期

H 発生と遺伝子の発現
【知識及び技能】
　遺伝子を扱う技術の原理と有用
性を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　細胞への遺伝子導入の方法を学
び、遺伝子の発現調節について考
察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　遺伝子を扱う技術に関する事
物・現象に主体的に関わり、それ
らに対する気づきから課題解決に
ついて考えさせる。

・指導事項
　遺伝子を扱う技術および人間生
活への応用の仕方を学び、遺伝子
操作に関する倫理的・生態学的問
題について考えさせる。
・教材
教科書、参考書(第一学習社『セミ
ナー』数研出版『フォトサイエン
ス生物図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　遺伝子を扱う技術の原理と有用性を理解で
きる。
【思考・判断・表現】
　細胞への遺伝子導入の方法を学び、遺伝子
の発現調節について考察させることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　遺伝子を扱う技術に関する事物・現象に主
体的に関わり、それらに対する気づきから課
題解決について考えさせることができる。

○ ○

8

定期考査
○ ○ 1

H 発生と遺伝子の発現
【知識及び技能】
　発生の過程における分化を遺伝
子の発現調節と関連づけて理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
　資料から、遺伝子の発現が調節
されることで、胚の領域ごとに異
なる遺伝子が発現することについ
て考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　発生と遺伝子発現に関する事
物・現象に主体的に関わり、それ
らに対する気づきから課題解決に
ついて考えさせる。

・指導事項
　発生の過程における遺伝子発現
のしくみを画像的に捉えさせ、順
序立てて理解させる。
・教材
教科書、参考書(第一学習社『セミ
ナー』数研出版『フォトサイエン
ス生物図録』)、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　発生の過程における分化を遺伝子の発現調
節と関連づけて理解できる。
【思考・判断・表現】
　資料から、遺伝子の発現が調節されること
で、胚の領域ごとに異なる遺伝子が発現する
ことについて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　発生と遺伝子発現に関する事物・現象に主
体的に関わり、それらに対する気づきから課
題解決について考えることができる。

○ ○ ○

合計

74

○ 9

定期考査 ○ ○ ○ 1



年間授業計画　様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯に通じた健康の保持増進・豊かなスポーツライフをどうすれば実現できるかを考え、理解する。

神代 保健体育 保健
保健体育 保健 1

自らの健康やスポーツに関する課題を発見し、その課題解決を図る主体的かつ協働的な学習を進める。

目覚ましく変化する社会の中で、心と体を一体と捉え、生涯を通じて健康の保持増進・豊かなスポーツライフを実現
する資質・能力を育成する。

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

社会生活における健康・安全について理解するととも
に，技能を身に付けるようにすることができる。

健康についての自他や社会の課題を把握すること
ができる。課題解決のために目標を立てることが
できる。課題改善に向けて反省と振り返りをする
ことができる。他者に伝えることができる。

生涯にわたって継続して健康の保持増進と体力
の向上を目指すことができる。明るく豊かで活
力ある生活を営むことができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

Ａ　ライフステージと健康
Ｂ　思春期と健康
Ｃ　性意識と性行動の選択
【知識・技能】
・思春期における心身の発達や性的成熟
に伴う身体面，心理面，行動面などの変
化に関わり，健康課題が生じることがあ
ることを理解できるようにする
【思考・判断・表現】
・思春期と健康について，習得した知識
を基に，心身の発達や性的成熟に伴う健
康課題を解決するために，性に関わる情
報を適切に整理する
【主体的に学習に取り組む態度】
・自他や社会の課題の解決方法と，それ
を選択した理由などを話し合ったり，
ノートなどに記述したりして，筋道を立
てて説明する
　

オリエンテーション

Ａ各ライフステージにおける
　健康課題や社会からの支援
Ｂ体の変化と性機能の成熟
　心の変化と健康課題
Ｃ性意識の変化と異性の尊重
　性に関する情報と行動の選択

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

上記の観点から、定期考査や小テスト、提出物、
出席、授業への参加態度などを基に総合的に評価
する。

○ ○ ○

12

Ｄ　妊娠出産と健康
Ｅ　避妊法と人工妊娠中絶
Ｆ　結婚生活と健康
【知識・技能】
・受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課
題について理解できるようにするととも
に、家族計画の意義や人工妊娠中絶の心
身への影響などについて理解できるよう
にする
・結婚生活について，心身の発達や健康
の保持増進の観点から理解できるように
する
【思考・判断・表現】
・結婚生活と健康について，習得した知
識を基に，結婚生活に伴う健康課題の解
決や生活の質の向上に向けて，保健・医
療サービスの活用方法を整理する
【主体的に学習に取り組む態度】
・自他や社会の課題の解決方法と，それ
を選択した理由などを話し合ったり，
ノートなどに記述したりして，筋道を立
てて説明する

Ｄ受精・妊娠・出産
　母子の健康のために
Ｅ家族計画の意義
　避妊法の選択と人工妊娠中絶
Ｆ心身の発達と結婚生活の関係や
健康的に生活するために必要な考
え方や行動

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

上記の観点から、定期考査や小テスト、提出物、
出席、授業への参加態度などを基に総合的に評価
する。

○ ○ ○

○

定期考査 　

Ｇ　中高年期と健康
【知識・技能】
・中高年期を健やかに過ごすためには，
若いときから，健康診断の定期的な受診
などの自己管理を行うこと，生きがいを
もつこと，運動やスポーツに取り組むこ
と，家族や友人などとの良好な関係を保
つこと，地域における交流をもつことな
どが関係することを理解できるようにす
る
【思考・判断・表現】
・習得した知識を基に，中高年期の疾病
や事故のリスク軽減のための個人の取組
と社会的対策を評価する
【主体的に学習に取り組む態度】
・自他や社会の課題の解決方法と，それ
を選択した理由などを話し合ったり，
ノートなどに記述したりして，筋道を立
てて説明する

Ｇ加齢による心身の変化
　中高年期を健やかに過ごすために

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

上記の観点から、定期考査や小テスト、提出物、
出席、授業への参加態度などを基に総合的に評価
する。

○ ○

1



1

２
学
期

Ｈ　働くこと健康
Ｉ　労働災害と健康
Ｊ　健康的な職業生活
Ｋ　大気汚染と健康
Ｌ　水質汚濁・土壌汚染と健康
Ｍ　環境と健康にかかわる対策
Ｎ　ごみ処理と上下水道の整備
Ｏ　食品の安全性
Ｐ　食品衛生にかかわる活動
【知識・技能】
・労働災害は，作業形態や作業環境の変
化に伴い質や量が変化してきたことを理
解できるようにする
・長時間労働をはじめとする過重労働の
防止を含む健康管理と安全管理が必要で
あることを理解する
・人間の生活や産業活動は，自然環境を
汚染し健康に影響を及ぼすことがあるこ
と、それらを防ぐには，汚染の防止及び
改善の対策をとる必要があることを理解
する
・食品の安全性を確保することは健康を
保持増進する上で重要であることを理解
する
【思考・判断・表現】
・働く人の健康の保持増進は，職場の健
康管理や安全管理とともに，心身両面に
わたる総合的，積極的な対策の推進が図
られることで成り立つことを理解できる
ようにする
・健康を支える環境づくりに関わる情報
から課題を発見し，疾病等のリスクの軽
減，生活の質の向上，健康を支える環境
づくりなどと，解決方法を関連付けて考
え，適切な整備や活用方法を選択し，そ
れらを説明することができるようにする
【主体的に学習に取り組む態度】
・自他や社会の課題の解決方法と，それ
を選択した理由などを話し合ったり，
ノートなどに記述したりして，筋道を立
てて説明する

Ｈ労働の意義と働き方の変化
　働く人における健康問題の現状
Ｉ日本における労働災害の推移
　労働災害を防止するための仕組み
Ｊ職場における健康の保持・増進活
動、日常生活における健康の保持増
進活動
Ｋ大気汚染による健康への影響
　地球規模の大気環境問題
Ｌ水質汚濁による健康への影響
　土壌汚染による健康への影響
Ｍ環境汚染の防止とその対策
　産業廃棄物の問題と新たな環境汚
染の問題
Ｎ安全な飲み水の供給と汚水の処理
　生活環境を守るごみ処理
Ｏ食品の安全性と課題
　食品の安全性の確保
Ｐ行政、生産・製造者の役割
　安全性の確保と私たちの役割

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

上記の観点から、スキルテストや提出物、
出席、授業への参加態度などを基に総合的に評価
する。

○ ○ ○ 14

定期考査

３
学
期

Ｑ　保健サービスとその活用
Ｒ　医療サービスとその活用
Ｓ　医療制度とその活用
Ｔ　さまざまな保健活動や社会的対策
Ｕ　健康に関する環境づくりと
　　　　　　　　　　　　　社会参加
【知識・技能】
・人々の健康を支えるための保健・医療
制度が存在し，行政及びその他の機関な
どから健康に関する情報，医療の供給，
医療費の保障も含めた保健・医療サービ
スなどが提供されていることについて理
解する
・医薬品は，医療用医薬品，要指導医薬
品，一般用医薬品の三つに大別され，承
認制度によってその有効性や安全性が審
査されており，販売に規制が設けられて
いることについて理解する
・自他の健康を保持増進するには，ヘル
スプロモーションの考え方に基づいた，
健康に関する環境づくりが重要であるこ
とについて理解できるようにする
【思考・判断・表現】
・健康を支える環境づくりに関わる情報
から課題を発見し，疾病等のリスクの軽
減，生活の質の向上，健康を支える環境
づくりなどと，解決方法を関連付けて考
え，適切な整備や活用方法を選択し，そ
れらを説明することができるようにする
【主体的に学習に取り組む態度】

Ｑ生涯を通じて病気から人々の
　健康を守る保健行政
　健康の保持・増進のための活
　用できる保健サービス
Ｒ医療保険や医療機関の役割と
　適切な活用
Ｓ医薬品の種類と承認制度
　医薬品の正しい使い方
Ｔ国際機関や民間機関のにおける
保健活動
Ｕ健康の保持増進のための環境
づくりに主体的な参加するするこ
とで自他の健康づくりに重要

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】

上記の観点から、定期考査や小テスト、提出物、
出席、授業への参加態度などを基に総合的に評価
する。

○ ○ 6

定期考査
1

○

合計

35



年間授業計画

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

歌 器 創

MOUSA②　教育芸術社

神代 芸術 音楽Ⅱ
芸術 音楽Ⅱ 2

音楽Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に着けるようにする。

自己のイメージを持って音楽表現を創意工夫
することや、音楽を評価しながらよさや美し
さを自ら味わって聴くことができるようにす
る。

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたって音楽を愛好する心情を育む
とともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音
楽によって生活や社会を明るく豊かなものにし
ていく態度を養う。

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】 生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

１
学
期

・曲想と音色や奏法との関わりを理
解し、曲にふさわしい奏法などの技
能を身につけて、他者と協働しなが
らイメージをもって表現を工夫して
演奏する。

【ボディーパーカッション】
8小節4パートのリズムアンサンブ
ル創作活動

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

○

・リズムを正確に捉え、重なりやつながりを意識し
て演奏している。（技）
・決まりに基づいて4拍子にあうリズムを正しく選
び、楽譜に示すことができる。（技）
・曲想にあった音色や奏法、パフォーマンスの技能
を身につけ、表現の工夫をしている。（思・判・
表）
・曲の特徴をいかした表現をグループ内で積極的に
意見交換して、音楽活動を主体的、協働的に行って
いる。（主）

○ ○ ○ 8

知 思 態

配
当
時
数

鑑
賞

評価規準

・楽典
①近親調について
②移調楽譜の書き方について

【移調楽譜の書き方について】
・音部記号、拍子記号、調号、音
符の書き方等を復習し、正しく楽
譜を書く
・既習事項である長音階と短音階
について復習し、移調楽譜を書く

〇

・曲想と音楽の構造や歌詞を理解
し、曲にふさわしい発声、言葉の発
音、身体の使い方等の技能を身につ
けて、イメージを持って表現を工夫
し歌唱する。

【日本歌曲】
・誰かがちいさなベルをおす

【混声四部合唱曲】
・いざたて戦人よ 〇

・歌唱活動や器楽活動で使用する楽譜の書き方を学
習し、決まり事を理解して正しく楽譜を書くことが
できる（技）
・音符の種類を理解し、棒の向き、長さ、位置を正
しく書くことができる。（表）
・楽譜に関心を持ち、丁寧に楽譜を書く等主体的に
学習をしている。（主）

〇 〇 〇 4

・曲にふさわしい発声や発音、身体の使い方などに
気を付けて歌い、表現に必要な技能を身につけてい
る。（技）
・曲想と音楽の構造や歌詞の内容を理解している。
（知）
・歌唱表現に関わる知識や技能を生かし、自己のイ
メージを持って表現の創意工夫をしている。（思・
判・表）
・歌唱表現の工夫を考え、主体的に活動を行ってい
る。（主）

〇 〇 〇 8〇

〇

・ギターの音色や響きと奏法の関わりについて理解
し、創意工夫を生かしギターの演奏に必要な奏法を
身に着けて表現している。（知・技）
・ギターの音色、旋律を知覚しどのように演奏がふ
さわしいか思いや意図を持っている（思・判・表）
・ギターの音色や特徴、日本の伝統音楽に関心を持
ち、音楽活動を主体的に取り組んでいる（主）

〇 〇 〇 20

２
学
期

・曲想と楽器の音色や奏法との関わ
りを理解し、曲にふさわしい奏法・
技能を身につけてイメージを持って
表現を工夫し演奏をする。

【クラシックギター】
・マリーゴールド
・プリテンダー

〇

・曲想と音楽の構造や歌詞、文化
的・歴史的背景との関わりを理解
し、曲にふさわしい発声、言葉の発
音、身体の使い方等の技能を身につ
けてイメージをもって表現を工夫し
歌唱する。

【ドイツ歌曲】
・菩提樹

〇

・音のつなげ方やフレーズのまとま
り、重なりによる響きを理解し、反
復・変化などの手法を活用してメロ
ディーを作る技能を身につけなが
ら、イメージをもって表現を工夫し
て創作する。

【創作・発表活動】
・「コード進行」をもとにメロ
ディーをつくろう

〇 〇

・コードの構成音を正しく選び、反復や変化などの
手法を用いながら工夫して、楽譜に書くことがで
き、演奏ができる。（技）
・自分の表現したい音楽をどのように創作するか意
図を持ち、創作している。（思・判・表）
・コード進行を生かしてまとまりのある音楽を創作
することに関心を持ち、主体的に活動をしている。
（主）

12

３
学
期

・曲想と音楽の構造や歌詞、文化
的・歴史的背景との関わりを理解
し、曲にふさわしい発声、言葉の発
音、身体の使い方等の技能を身につ
けてイメージをもって表現を工夫し
歌唱する。

【音楽祭課題曲）
・はなさくら（混声四部無伴奏）

〇 〇 〇

・曲にふさわしい発声や発音、身体の使い方などに
気を付けて歌い、表現に必要な技能を身につけてい
る。（技）
・曲想と音楽の構造や歌詞の内容、文化的・歴史的
背景との関りを理解している。（知）
・歌唱表現に関わる知識や技能を生かし、自己のイ
メージを持って表現の創意工夫をしている。（思・
判・表）
・歌唱表現の工夫を考え、主体的に活動を行ってい
る。（主）

〇

〇

・曲にふさわしい発声や発音、身体の使い方などに
気を付けて歌い、表現に必要な技能を身につけてい
る。（技）
・曲想と音楽の構造や歌詞の内容、文化的・歴史的
背景との関りを理解している。（知）
・歌唱表現に関わる知識や技能を生かし、自己のイ
メージを持って表現の創意工夫をしている。（思・
判・表）
・歌唱表現の工夫を考え、主体的に活動を行ってい
る。（主）

〇 〇 〇

〇 〇 〇

8

合
計

70

〇 〇 10



年間授業計画　様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

光村美術Ⅱ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につけるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

神代 芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

美術Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

美術の文化的・歴史的背景などとの関わり及び
多様性について理解するとともに、創意工夫を
生かした美術表現をするために必要な技能を身
に着けるようにする。

自己のイメージを持って美術表現を創意工夫する
ことや、作品を鑑賞評価しながらよさや美しさを
自ら味わっていくことができるようにする。

主体的・協働的に美術の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたって美術を愛好する心情を育む
とともに、感性を高め、美術に親しみ、生活や
社会を明るく豊かなものにしていく態度を養
う。

○

・共同でコミュニケーションをとりながら、
デザイン的に効果的な応援幕を作成できた
か。・各自がそれぞれ役割分担を自覚して共
同制作に携われたか。・準備、片付けなども
確実に行えたか。 ○ ○ ○ 8

知 思 態

配
当
時
数

陶芸の様々な装飾技法をしり、日本
の陶芸の奥深さ話感じさせる。

白化粧土掻き落とし、透明釉薬か
けで、６角形の小鉢にふさわしい
オリジナルデザイン彫る。

〇

静物画の構図を工夫して、油彩画の
基本技能を体得する。

サムホールサイズのキャンパス
に、油彩画でレモン、花瓶、植物
の基本的モチーフを描く。構図、
下絵、地塗り、本描き、筆のメン
テナンス等基本を体得する。 〇

〇

・白磁のような完成状態を想起して、形態に
マッチしたデザインを刻むことができたか。

〇 〇 〇 4

・画面構成として、バランスの取れたデッサ
ンができているか。油彩画の重ね塗りの効果
を知って、粘り強く作画に挑めているか。筆
の片付けなど基本的なことができているか。

〇 〇 〇 8〇

２
学
期

人物クロッキーにより、人体の美し
さを感じさせる。静物デッサンによ
り、美しい空間を感じさせる。

静物デッサンで構図のあり方や明
暗のつけ方などを知って奥深い空
間をつくる。クロッキーにより、
素早く形を把握して的確で生命感
ある作品を目指す。

〇

１
学
期

体育祭でクラスや団や選手を応援す
ることを目的にして、イラスト、言
葉（レタリング）で効果的なものを
作成する。

体育祭応援幕の制作（４人ペア）
の共同制作　900×135cmの幕にデ
ザイン的な工夫をして、イベント
カラーで描く。・各自ポートフォ
リオを作成して、活動を記録す
る。

○

〇 〇

・完成まで根気強く自分なりの工夫を重なら
れたか・構図や形態の把握、明暗による奥行
き感の出し方、質感などをどこまで表現する
ことを理解できたか。

〇 〇 〇 8

ガラスを扱う危険と厳密な手順があ
ることを知る。様々な造形素材を生
かしていくことの素晴らしさを感じ
させる。家庭における実用性を想起
させる。

ステンドグラスの制作　型紙の形
にステンドガラスをオイルカッ
ターで切断、ダイヤモンドルー
ターで仕上げて、コパテープをま
き、半田付けして堅固にする。さ
らに硫酸稼働で腐食仕上げを行う

〇

ステンドグラスの歴史と技法を知
り、その美しさを感じる。様々な色
彩、テキスチャーを持つステンドグ
ラスをどのように構成するとより美
しいかを考えてデザインする。

ステンドグラスのデザイン。鏡の
周りを２ｃｍ幅で１５パーツのス
テンドグラスをティファニー技法
で装飾するためのデザインを考
え、型紙を作成する。

〇

〇

・完成まで根気強く、型紙通りにガラスを仕
上げ技法を理解して制作できたか。自分なり
の工夫を重なられたか。

〇 〇 〇 14

・ステンドグラスの歴史や、技法を理解でき
たか。・実用性、美しさ・制作の工夫を考え
自己のデザインとすることができたか。

〇 〇 10〇

〇

・油彩画の下絵を練り、色彩豊かな制作技法
を理解して楽しく制作できたか。・友人が気
にしているかもしれないところを強調したり
せずに、その人なりを愛情をもって表現でき
たか。 16

３
学
期

２年間の美術の授業の集大成とし
て、構想油彩画、エール像フィギア
を選択制作し、自分で構想してそこ
に様々な工夫うしていく創造の楽し
みを感じさせる。

構想画F４サイズ作成または、エー
ル像（１４ｃｍ）心材に石粉粘土
どちらかを選択。油彩画は制作
ポートフォリオ作成して制作。
エール像は友人ペアで写真やデッ
サンして制作。

〇 〇

制作を通して理解したことを反芻し
て豊かな感性を身に着ける。友人の
作品を鑑賞してその人の個性を味わ
う。

２年生で作成した油彩画、エール
像、ステンドグラスなどを個人別
に展示して相互鑑賞する。

〇 〇

2

合
計

70

〇

・制作をとおして得られたものが何か具体的
に感じられるか。・友人の作品を建設的に評
価し、その個性を感じることができたか。



年間授業計画　様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 音楽・美術に準じが、特に日本の美に関して造詣を深める。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

教育図書　書Ⅱ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】

神代 芸術 書道
芸術 書道 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

書道

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書は歴史や文化と不即不離で発達したグローバ
ルな芸術。この独特の世界における歴史文化的
学術知識を並行して学ぶ。また芸術表現ではと
りわけ、毛筆という特殊で高度な筆記具の使用
技術や東洋独特の美意識や情操を高める。

一人ひとりの個性と能力を最大限発揮しながら、
芸術性や言語と文字に関する知識を動員して、心
を表すことを育て、多様な文字表現・毛筆表現の
向上にチャレンジする。また世界的な視野に立
ち、東洋的、日本的民族文化を理解する。

日本的な言葉と文字の世界に理解を深め、その
文化芸術に誇りを見出したい。また、書表現の
魅力や可能性に関心を抱きたい。道具の整備や
手入れをしっかりすることなどを心掛ける精神
を養いたい。

○

書についての関心度が深まったか。道具の準
備ができたか。

○ ○ ○ 4

知 思 態

配
当
時
数

隷書体の学習 同上。書体の特徴の理解。創作重
視。

○

・篆書体の学習　有名古典を通じ、
歴史や文化的側面と書表現との連絡
について学ぶ。礼教書として発達し
た古代文字の魅力について考える。
これが毛筆の発達と不即不離の関係
にあることを体験する（以下全項目
についてこの指針に倣う）。
・甲骨文字から小篆までの臨書。

用筆法の工夫

○

○

隷書体独自の特徴を見極め、正確に表現でき
たか。

○ ○ ○ 4

篆書体の特性を理解できたか　文字のデザイ
ンに工夫ができたか。　毛筆の扱いを工夫し
たか。正確な表現ができたか

○ ○ ○ 10○

特性を理解できたか。創作する時、文字のデ
ザインに工夫ができたか。

○ ○ ○ 10

２
学
期

かなの学習 同上

〇

かなの連綿、細字、散らし書きの学
習

仮名の発達史の理解。書法上の特
徴の理解。創作重視する。

○ 〇 ○

１
学
期

オリエンテーション。書道Ⅱの目標
について。

・教科書と一念時の経験を踏まえ
て展開する。

○

10

行・草書体の学習 同上

〇 ○ 〇 ○

毛筆の扱いを工夫したか。この書体特有の正
確な字形と運筆表現ができたか。とりわけ流
れやリズムが重要。

○ ○

〇 ○

連綿と散らし書きに、積極的にチャレンジで
きたか。細線の魅力が表現できたか。かなの
歴史や日本文化上の意義が理解できたか。

○ ○ ○

○ 10

３
学
期

漢字かな交じりの半切作品　色紙作
品

同上

〇 ○ ○

少筆の扱いを工夫したか。楷書体の正確な表
現や全体感の観察ができたか。あきらめずに
最後まで集中したか。

10

○ ○ ○ 10

楷書体の学習 同上

○ ○

毛筆的な書き方を応用できたか。楷書体の正
確な表現ができたか。

○ ○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読 話

[

や

]

話

[

発

]

書

神代 外国語 英語コミュニケーションⅡ
外国語 英語コミュニケーションⅡ 4

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で

情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切

に表現したり伝えあったりすることができる力を養う。

表面的な読解にとどまらず外国語の背景に理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

LANDMARK English Communication Ⅱ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深め、これらの知識を、聞くこと、読むこと、話

すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じてて適切に活用で

きる技能を身につけるようにする。

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働き

などの理解を深め、これらの知識を、聞くこ

と、読むこと、話すこと、書くことによる実際

のコミュニケーションにおいて、目的や場面、

状況などに応じてて適切に活用できる技能を身

につけるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに

応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外

国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手

や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを

活用して適切に表現したり伝えあったりすることが

できる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞

き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、

主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケー

ションを図ろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知 思 態

配

当

時

数

１

学

期

教科書Lesson 1　The Swedish

Girl's Discoveries in Japan

・指導事項

　分詞を補語とする文型、リテリン

グと自己表現

・教材

　ハンドアウト

・一人１台端末の活用　等

　単語テスト等課題提出

〇 〇 〇

【知識及び技能】

目的や場面，状況などに応じて，日常的な

話題や社会的な話題について，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなど

を，話したり書いたりして表現したり伝え

合ったりするために必要な技能を身に付け

ている。

【思考力、判断力、表現力等】

日常的な話題や社会的な話題について，基

本的な語句や文を用いて，情報や考え，気

持ちなどを，論理性に注意して話したり書

いたりして表現したり伝え合ったりしてい

る。

【学びに向かう力、人間性等】

日常的な話題や社会的な話題について，基

本的な語句や文を用いて，情報や考え，気

持ちなどを，論理性に注意して話したり書

いたりして表現したり伝え合おうとしてい

る。

○ ○ ○ 18

Focus on Listening 1~4 ・指導事項

　対話文、説明文

・教材

　リスニング教材

○ 4

定期考査
○

【知識及び技能】

対話や説明文を聞いて、その内容を適切に

とらえている。

【思考力、判断力、表現力等】

対話や説明文を聞いて、その目的や場面、

状況に応じて概要や要点、話し手の意図を

理解している。

【学びに向かう力、人間性等】

対話や説明文を聞いて、その目的や場面、

状況に応じて概要や要点、話し手の意図を

理解しようとしている。

○ ○ ○

○ 1



１

学

期

教科書Lesson 3　Tokyo's Seven

Minute Miracle

・指導事項

　形式目的語のit、リテリングとイ

ンタビュー（やり取り）

・教材

　ハンドアウト

・一人１台端末の活用　等

　単語テスト等課題提出

〇 〇 〇

【知識及び技能】

目的や場面，状況などに応じて，日常的な

話題や社会的な話題について，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなど

を，話したり書いたりして表現したり伝え

合ったりするために必要な技能を身に付け

ている。

【思考力、判断力、表現力等】

日常的な話題や社会的な話題について，基

本的な語句や文を用いて，情報や考え，気

持ちなどを，論理性に注意して話したり書

いたりして表現したり伝え合ったりしてい

る。

【学びに向かう力、人間性等】

日常的な話題や社会的な話題について，基

本的な語句や文を用いて，情報や考え，気

持ちなどを，論理性に注意して話したり書

いたりして表現したり伝え合おうとしてい

る。

○ ○ ○ 17

Focus on Listening 5~8 ・指導事項

　対話文、説明文

・教材

　リスニング教材

○ 4

2

学

期

教科書Lesson 5 Language Change

over Time

・指導事項

　同格that、リテリングと意見文ラ

イティング

・教材

　ハンドアウト

・一人１台端末の活用　等

　単語テスト等課題提出

〇 〇 〇

【知識及び技能】

目的や場面，状況などに応じて，日常的な

話題や社会的な話題について，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなど

を，話したり書いたりして表現したり伝え

合ったりするために必要な技能を身に付け

ている。

【思考力、判断力、表現力等】

日常的な話題や社会的な話題について，基

本的な語句や文を用いて，情報や考え，気

持ちなどを，論理性に注意して話したり書

いたりして表現したり伝え合ったりしてい

る。

【学びに向かう力、人間性等】

日常的な話題や社会的な話題について，基

本的な語句や文を用いて，情報や考え，気

持ちなどを，論理性に注意して話したり書

いたりして表現したり伝え合おうとしてい

る。

【知識及び技能】

対話や説明文を聞いて、その内容を適切に

とらえている。

【思考力、判断力、表現力等】

対話や説明文を聞いて、その目的や場面、

状況に応じて概要や要点、話し手の意図を

理解している。

【学びに向かう力、人間性等】

対話や説明文を聞いて、その目的や場面、

状況に応じて概要や要点、話し手の意図を

理解しようとしている。

○ ○ ○

○ ○ ○ 18

Focus on Listening 9~12 ・指導事項

　対話文、説明文

・教材

　リスニング教材

○ 4

定期考査
○

【知識及び技能】

対話や説明文を聞いて、その内容を適切に

とらえている。

【思考力、判断力、表現力等】

対話や説明文を聞いて、その目的や場面、

状況に応じて概要や要点、話し手の意図を

理解している。

【学びに向かう力、人間性等】

対話や説明文を聞いて、その目的や場面、

状況に応じて概要や要点、話し手の意図を

理解しようとしている。

○ ○ ○

○ 1



2

学

期
教科書Lesson 7 Letters from a

Battlefield

・指導事項

　複合関係詞、リテリングと自己

表現

・教材

　ハンドアウト

・一人１台端末の活用　等

　単語テスト等課題提出

〇 〇 〇

【知識及び技能】

目的や場面，状況などに応じて，日常的な

話題や社会的な話題について，基本的な語

句や文を用いて，情報や考え，気持ちなど

を，話したり書いたりして表現したり伝え

合ったりするために必要な技能を身に付け

ている。

【思考力、判断力、表現力等】

日常的な話題や社会的な話題について，基

本的な語句や文を用いて，情報や考え，気

持ちなどを，論理性に注意して話したり書

いたりして表現したり伝え合ったりしてい

る。

【学びに向かう力、人間性等】

日常的な話題や社会的な話題について，基

本的な語句や文を用いて，情報や考え，気

持ちなどを，論理性に注意して話したり書

いたりして表現したり伝え合おうとしてい

る。

○ ○ ○ 17

Focus on Listening 13~16 ・指導事項

　対話文、説明文

・教材

　リスニング教材

○

Focus on Listening 17~20 ・指導事項

　対話文、説明文

・教材

　リスニング教材

○

4

3

学

期

教科書Lesson 10　Our Future with

AI

・指導事項

　仮定法、リテリングとディスカッ

ション

・教材

　ハンドアウト

・一人１台端末の活用　等

　単語テスト等課題提出
〇 〇 〇

【知識及び技能】

対話や説明文を聞いて、その内容を適切に

とらえている。

【思考力、判断力、表現力等】

対話や説明文を聞いて、その目的や場面、

状況に応じて概要や要点、話し手の意図を

理解している。

【学びに向かう力、人間性等】

対話や説明文を聞いて、その目的や場面、

状況に応じて概要や要点、話し手の意図を

理解しようとしている。

【知識及び技能】

対話や説明文を聞いて、その内容を適切に

とらえている。

【思考力、判断力、表現力等】

対話や説明文を聞いて、その目的や場面、

状況に応じて概要や要点、話し手の意図を

理解している。

【学びに向かう力、人間性等】

対話や説明文を聞いて、その目的や場面、

状況に応じて概要や要点、話し手の意図を

理解しようとしている。

○ ○ ○

【知識及び技能】

対話や説明文を聞いて、その内容を適切に

とらえている。

【思考力、判断力、表現力等】

対話や説明文を聞いて、その目的や場面、

状況に応じて概要や要点、話し手の意図を

理解している。

【学びに向かう力、人間性等】

対話や説明文を聞いて、その目的や場面、

状況に応じて概要や要点、話し手の意図を

理解しようとしている。

○ ○ ○ 4

○ ○ ○ 20

○ ○ 1
定期考査

合

計

113



年間授業計画

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：

教科 の目標：

科目 の目標：

　

聞 読 話

[

や

]

話

[

発

]

書

Vision Quest English Expression II   ACE

外国語

外国語の語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深め、これらの知識を話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい
て、目的や場面、状況などに応じてて適切に活用できる技能を身につけるようにする。「論理・表現Ⅰ」の学習内容を踏まえ，「話すこ
と（やり取り）」「話すこと（発表）」「書くこと」を中心とした統合的な言語活動を通して，発信能力を強化するための発展的な活動
に行うとともに，論理の構成や展開を工夫して詳しく伝えたり，伝え合ったりすることができる能力を養う。
具体的な活動と領域は以下の通り。
(1) 話すこと[やり取り]
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一定の支援を活用すれば，ディベートやディスカッショ
ンなどの活動を通して，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主張，課題の解決策などを論理の
構成や展開を工夫して詳しく話して伝え合うことができるようにする。
(2) 話すこと[発表]
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，スピーチやプレゼンテーショ
ンなどの活動を通して，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工
夫して詳しく話して伝えることができるようにする。
(3) 書くこと
日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを
活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝える
ことができるようにする。

論理・表現Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

神代 外国語 論理・表現Ⅱ
外国語 論理・表現Ⅱ 2

英語の特徴やきまりに関する事項及びその働き

や役割を理解している。

［技能］

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張

などを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話

したり書いたりして伝え合うことができる技能

を身に付けている。

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張

などを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話

したり書いたりして伝え合っている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，

聞き手・読み手など他者に配慮しながら，主体

的・自律的に表現しようとている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知 思 態

配

当

時

数

１

学

期

Lesson 1

Your Interests

・指導事項

　時制

・教材

　教科書・プリント

・一人１台端末

　

〇 〇 〇

【知識及び技能】

時制を理解し書くことができる

【学びに向かう力、人間性等】

ペアやグループを通じて、主体的に学習し

ようとしている

○ ○ ○ 7

Lesson 2

Your Daily Life

・指導事項

　名詞句・名詞節

・教材

　プリント

・一人１台端末

　オンライン添削システム

1

定期考査 〇 ○

〇

【知識及び技能】

名詞として句や節を使うことができる

【思考力、判断力、表現力等】

読み手を意識しながら、伝える内容を整理し

伝えることができる

【学びに向かう力、人間性等】

ペアやグループを通じて、主体的に学習しよ

うとしている

○ ○ ○

○ 1

be

Lesson 3 Your School Life

Lesson 4 Media Literacy

・指導事項

　助動詞・形容詞・分詞

・教材

　教科書・プリント

・一人１台端末

〇 〇 〇

【知識及び技能】

助動詞・形容詞・分詞の働きを理解し書く

ことができる

【学びに向かう力、人間性等】

ペアやグループを通じて、主体的に学習し

ようとしている

○ ○ ○ 8

作文課題

「修学旅行は海外が良いかどうか」

「エコバッグとビニール袋はどちら

が環境に優しいか」

・指導事項

　語彙・文法・構文

・教材

　プリント

・一人１台端末

　オンライン添削システム

1

定期考査 〇 ○

〇

【知識及び技能】

情報を適切に伝えることができる

【思考力、判断力、表現力等】

読み手を意識しながら、伝える内容を整理し

伝えることができる

【学びに向かう力、人間性等】

ペアやグループを通じて、主体的に学習しよ

うとしている

○ ○ ○

○ 1



【知識及び技能】

自分についての情報をやりとりすることができる

【思考力、判断力、表現力等】

聞き手を意識して要点を伝えることができる

【学びに向かう力、人間性等】

ペアやグループを通じて、主体的に学習しようと

している

〇 〇 〇 3

〇

【知識及び技能】

形容詞句・節を理解し書くことができる

【学びに向かう力、人間性等】

ペアやグループを通じて、主体的に学習し

ようとしている

○ ○ ○ 9

be

Lesson 5 Helping Others

Lesson 6 Introducing Your Town

・指導事項

　形容詞句・節

・教材

　教科書・プリント

・一人１台端末

〇 〇

〇

【知識及び技能】

情報を適切に伝えることができる

【思考力、判断力、表現力等】

読み手を意識しながら、伝える内容を整理

し伝えることができる

【学びに向かう力、人間性等】

ペアやグループを通じて、主体的に学習し

ようとしている

○ ○ ○ 1

作文課題

「子どものインターネットの使い

方」

・指導事項

　語彙・文法・構文

・教材

　プリント

・一人１台端末

　オンライン添削システム

〇 ○ ○ 1定期考査

〇

【知識及び技能】

副詞（句・節）の働きを理解し書くことがで

きる

【学びに向かう力、人間性等】

ペアやグループを通じて、主体的に学習しよ

うとしている

〇 〇 〇 10

be

Lesson 7 Languages of the World

Lesson 8Imaging the Future

Lesson 9 Happiness and Stress

・指導事項

　副詞・副詞句・副詞節

・教材

　教科書・プリント

・一人１台端末

〇 〇

〇

【知識及び技能】

情報を適切に伝えることができる

【思考力、判断力、表現力等】

読み手を意識しながら、伝える内容を整理

し伝えることができる

【学びに向かう力、人間性等】

ペアやグループを通じて、主体的に学習し

○ ○ ○ 1

作文課題

「自転車事故を減らすにはどうすれ

ばよいか」

・指導事項

　語彙・文法・構文

・教材

　プリント

・一人１台端末

　オンライン添削システム

○ 1定期考査

３

学

期

Interview Test

1・２学期の作文課題から1つについ

てALTが質問し、やり取りする

・指導事項

　発音・応答

・教材

　教科書・プリント
〇

〇 ○

２

学

期

Interview Test

1学期の作文課題からALTが質問し

応答する

・指導事項

　発音・応答

・教材

　プリント 〇

3

be

Lesson 10 Comparing Countries

Lesson 11 Cultural Diversity

・指導事項

　比較・仮定法

・教材

　教科書・プリント

・一人１台端末

〇 〇 〇

【知識及び技能】

比較・仮定法を理解し書くことができる

【学びに向かう力、人間性等】

ペアやグループを通じて、主体的に学習し

ようとしている

○

【知識及び技能】

自分についての情報をやりとりすることがで

きる

【思考力、判断力、表現力等】

聞き手を意識して要点を伝えることができる

【学びに向かう力、人間性等】

ペアやグループを通じて、主体的に学習しよ

うとしている

〇 〇 〇

○ ○ 9

作文課題

「いま必要なものについて」

・指導事項

　語彙・文法・構文

・教材

　プリント

・一人１台端末

　オンライン添削システム

〇

【知識及び技能】

情報を適切に伝えることができる

【思考力、判断力、表現力等】

読み手を意識しながら、伝える内容を整理

し伝えることができる

【学びに向かう力、人間性等】

ペアやグループを通じて、主体的に学習し

ようとしている

○ ○ ○ 2

定期考査 1

合

計

60

〇 ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

神代 家庭 家庭基礎
家庭 家庭基礎 2

家庭基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉
え、家族・家庭の意義や社会との関わりについて理
解を深め、生活を主体的に営むために必要な家族・
家庭、衣食住、消費や環境などについて理解してい
るとともに、それらにかかわる技能を身に付けてい
る。

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活
の中から問題を見いだして課題を設定し、パソコン
を用いて情報取集したり解決策を構想し、実践を評
価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的
に表現するなどして課題を解決する力を身に付けて
いる。

さまざまな人々と協働し、よりよい社会の構築に向
けて、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り
返って改善したりして、地域社会に参画しようとす
るとともに、パソコンを活用しながらより工夫をし
自分や家庭、地域の生活を創造し、実践しようとし
ている。

実教出版：家基705家庭基礎　気づく力 築く未来

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】
人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭、衣食住、消費や環境など、生活を主
体的に営むために必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定、解決策を構想・実践、考察する
など、生涯を見通して生活の課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し地域社会に参画しようとするとともに、ICTを活用しながらより工夫をし自分や家
庭、地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

第１章
・ライフステージごとの特徴・課題
を考える。
・自分の特徴や長所に気づき、人生
を展望する。。
・自分の将来とこれからの社会につ
いて考えることができるようにす
る。

・指導事項
これからの人生についてと自分らし
さ
・教材
教科書、資料集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
自分自身について考えるワークシートや将来に
ついてのレポートなどを通して、自分や、人の
一生についての考えをまとめることができる。

【思考・判断・表現】
人生の各ライフステージの特徴と課題につい
て、少子高齢社会、男女共同参画社会などの社
会状況を考えながら、自分の生活や将来につい
て考えを深め、表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
現在の自分のこと、将来の生活設計を考えるこ
とについて、意欲を持ってとりくもうとしてい
る

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

4

第６章
・日本の食文化の成り立ちや和食の
特徴を調べる。
・自身の食生活の現状把握と、健康
で豊かな食生活をはぐくむための気
づきや工夫する。
・栄養素の種類と働きやそれぞれの
栄養素が多く含まれる食品について
の基礎的な知識を学ぶ。
・食中毒に対する予防法を理解し、
衛生と安全に配慮して調理する。
・年齢や性別ごとに異なる一日に必
要な食事摂取量と、それを満たすた
めの食品の概量を学ぶ。
・調理実習全２回「ロールケーキ」
「３色丼・夏野菜の味噌汁・ゼ
リー」

・指導事項
食生活をつくる・調理実習
・教材
教科書、資料集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・日本の食文化について、成り立ちや特徴を理
解できる。
・栄養・食品に関する科学的な知識や調理の技
術を身につけ、それを実際の食生活に生かすこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・自分の地域や修学旅行先の沖縄の郷土料理に
ついて、歴史や料理の作り方を調べてまとめ、
比較し、違いを自分の言葉で表現できる。
・栄養の機能と食品のかかわり、また食品の特
性と調理との関係において、科学的な思考を身
につけ、食品選択、栄養計算や献立作成など、
実際の食事づくりにむけての判断ができる。
・調理実習において、作業の流れを判断しなが
らとりくむことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
調理実習においては、積極的に参加し取り組も
うとしている。

○ ○ ○ 16

第２章
・自立の種類とそれぞれの具体的な
内容を把握する。
・時代とともに変化する家族・家庭
について学習し、現在の家族の抱え
る課題などを学ぶ。

・指導事項
これからの人生についてと自分らし
さ
・教材
教科書、資料集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
青年期の課題である自立や男女の平等と相互の
協力などについて理解できる。
【思考・判断・表現】
・図表などから家庭のあり方や役割が時代とと
もに変化した背景について読みとることがで
き、現在の家族・家庭のあり方や役割について
考えを深め、表現することができる。
・家族の変遷や家族に関する意識の変化、現在
の家族の抱える問題・課題などについて、情報
を収集し自らの考えをまとめることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
家庭生活の現在の社会的状況について、興味を
持って知ろうとする態度がある。

○ ○ ○

1
定期考査

○ ○



・指導事項
子どもとかかわる・マイベビー実習
・教材
教科書、資料集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
子どもの心身の発達や子どもの生活についての
知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
子どもの心身の発達、現在の子どもを取り巻く
状況や子育ての環境について、課題を見つけ、
解決への考えをまとめることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
子どもをとりまく状況について、現状を知り、
その課題を見つけ、解決に向けて考えようとし
ている。

○ ○ ○ 5

２
学
期

第７章
・洗剤・漂白剤・防虫剤などの種類
について学ぶ。
・洋服と和服の違いを考える。
・日常着を製作する。
・被服実習「スポーツハーフパン
ツ」

・指導事項
衣生活をつくる・被服実習
・教材
教科書、資料集、プリント、電子ミ
シン
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・衣服の素材の種類や特徴について知識を身に
つけ、用途に応じてどんな衣服が適切か理解で
きる。
・衣服材料の性能と特徴、衣服整理についての
科学的な知識を身につけることによって、衣服
を適切に選択し、管理することができる。
【思考・判断・表現】
衣服の用途によって、適切な衣服素材を考え、
判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分の衣生活の改善・向上に積極的にとりく
もうとする。
・基礎縫いの確認のための実習や、衣服調査な
どにおいて、積極的にとりくもうとする。

○ ○ ○ 14

第３章
・子どもの発達について考え子ども
のからだの成長の様子を学ぶ。
・子育てにかかわる社会的課題につ
いて知り、どのようなサポートが必
要とされているのか考える。
・世界の子どもの未来に向けての課
題解決の方法を考える。
・実習「マイベビー体験」

3

第５章
・人の一生と社会福祉とのかかわり
をイメージすることで、「福祉」の
意味について考える。
・社会保障制度のしくみを踏まえて
将来に向けての課題を考える。

・指導事項
人の一生と社会福祉
・教材
教科書、資料集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
社会保障制度や、自助/共助/公助、社会福祉に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
支え合う社会とは何かを主体的に考え、社会福
祉についての考えをまとめることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会の一員としての自覚を持ち、ボランティア
活動や支え合う活動への興味・関心を持って、
調査・参加しようとしている。

○ ○ ○ 2

第４章
・高齢社会の現状を知り、身近な問
題としてとらえる。
・高齢者と家族とのかかわり、経
済、社会での活躍などを知り、高齢
者における生活の課題について考え
る。

・指導事項
高齢者とかかわる
・教材
教科書、資料集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
介助技術や車椅子の扱い方を理解している。
【思考・判断・表現】
高齢社会の課題やその解決にむけて、情報を収
集し分析する課程において、課題の発見、解決
の方向を導き出すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
高齢者の心身の特徴や生活について積極的に知
り、高齢者とかかわろうとしている。

○ ○ ○

・指導事項
消費行動を考える
・教材
教科書、資料集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
消費行動における意思決定の過程とその重要性
について理解でき、また契約についての知識を
身につけている。
【思考・判断・表現】
多様化する販売方法や支払い方法について、問
題点や解決策を考え、判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分が一消費者であることを自覚し、物・
サービスの購入のあり方や、消費行動、消費と
環境とのかかわりについて積極的に理解しよう
とする。
・ホームプロジェクトに主体的に取り組み課題
解決に向けて意欲的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 3

1

３
学
期

第８章
・和風木造住宅の空間的な特性や工
夫、現代の暮らしにいかすことがで
きる和の住文化をまとめる。
・快適な室内環境について、日照・
採光、通風・換気、騒音、冷暖房な
どの要素を学ぶ。
・調べ学習「１人暮らしの部屋探
し」

・指導事項
住生活をつくる
・教材
教科書、資料集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・日本独特の生活様式と、それに伴う住まいの
特徴を理解している。
・日照/日射/採光/照明/通気/換気/冷暖房な
ど、健康的な住まい環境における基本的な知識
が理解できる。
【思考・判断・表現】
・暮らしやすい住まいについて、住空間だけで
なく、周りの環境とも関係していることをレ
ポートなどを通して表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・住空間の計画や住環境について関心をもち、
よりよい住生活の創造にむけて意欲的に取り組
もうとする。

〇 〇 〇 8

第８章
・契約、多様な販売方法や支払い方
法について学ぶ。
・消費者被害の事例を調べ、消費者
の権利と責任を考える。
・日常生活が地球環境やグローバル
社会に与える影響について考える。
・持続可能な社会の実現に向けた消
費行動について考える。
・ホームプロジェクト

定期考査
○ ○

3

定期考査・課題テスト

○ ○

2

合計

66

第１０章
・収入と支出にはどのような項目が
あるのか学ぶ。
・将来のライフイベントや起こりう
るリスクと、その費用について考
え、長期的な経済計画について学
ぶ。
・家庭基礎の学習を生かして、自分
らしい生き方を設計する。

・指導事項
経済的に自立する
・教材
教科書、資料集、プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
家庭経済のしくみについて理解でき、短期・長
期的経済計画の重要性を認識できる。
【思考・判断・表現】
現在の経済社会と家計との関係を考えながら、
家庭の収入・支出・預金などについて、適切な
考えをもち、判断ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の経済的自立を考えながら、家庭経済・国
民経済のしくみや家計の特徴について、積極的
に理解しようとし、短期・長期の経済計画につ
いて意欲的にとりくもうとしている。

〇 〇 〇



年間授業計画　様式例

高等学校 今年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

22

○ 5

合計

３
学
期

学問探究 発表準備、探究発表会

○ ○

○ 9

２
学
期

学問探究 自らの関心のある学問テーマを設
定し、探究する。

授業後の課題（要約、感想、参加態度の自己
評価）により評価する。

○ ○

定期考査

学問理解を深める 身の回りのことから学問を考える
社会のテーマから学問・職業を考
える

授業後の課題（要約、感想、参加態度の自己
評価）により評価する。

○ ○ ○ 4

社会との関わり
働く意味とは

授業後の課題（要約、感想、参加態度の自己
評価）により評価する。

○ ○ ○ 3

配当
時数

１
学
期

事前学習活動
・「総合的な探究の時間」の学習
のねらいと授業の進め方について
の説明

総合的な探究の時間事前指導
　オリエンテーション
　探究活動について

授業後の課題（要約、感想、参加態度の自己
評価）により評価する。

○ ○ ○ 1

社会理解を深める

主体的な自己や社会の課題を発見し、解決に向
けて必要な知識及び技能を身に付ける

考察したことを効果的に説明したり、それを
もとに議論したりする力を養う

社会の一員であることを自覚し、よりよい社
会を実現しようとする態度を養う

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

考察したことを効果的に説明したり、それをもとに議論したりする力を養う

社会の一員であることを自覚し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】主体的な自己や社会の課題を発見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付ける

神代 総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1


